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一般社団法人日本家畜人工授精師協会創立 50周年記念行事

（一）第 45回家畜人工授精優良技術発表全国大会の概要

　一般社団法人日本家畜人工授精師協会創立 50 周年の意義を込めた本大会は、2月 15 日（水）東京都
港区東新橋のヤクルトホールにおいて、「繁殖成績を向上させよう」をテーマに、360 名の参加を得て
盛大に開催されました。
　発表演題数は 14 題で、繁殖性向上に関するもの 6題、ETに関するもの 3題、ホルモン製剤を利用
した繁殖性向上 2題、人工授精技術 1題、性選別精液に関するもの 1題、新たな観点からの発情発見
の検討 1題の発表がありました。
　講評では、中尾委員から、発表演題数も 14 題と多く、創立 50 周年記念の優良技術発表全国大会に
ふさわしい優れた内容でありましたとの全体講評と各発表個別の講評をいただきました。
　本大会の意義として、人工授精担当者にとって、生産現場での業務一つ一つが貴重な研究材料である
こと、その一つ二つの経験を積み重ねる中で一定の傾向、規則性が見つかれば、それらは貴重な知見
となり得ることから、そのような情報を広く公表し、また、多くの仲間と共有し、業務に反映してい
くことで、全国レベルでの技術向上につながるとして、積極的に発表をとのご提言をいただいています。
　栄えある西川賞には、「黒毛和種繁殖雌牛の分娩間隔日本一を支える私達の活動」と題して発表のあ
りました島根県の寺戸倉雄氏と「管内黒毛和種牛の分娩間隔短縮への取り組み」と題して発表のあり
ました兵庫県の芹生朋美氏のお二人が輝きました。
　また、本大会では、北海道天塩町農業協同組合営農部家畜改良係長の荻原英和氏より「天塩町農協
における牛人工授精成績改善対策事業とその後の成績向上について」と題して調査報告がありました。
　発表者を始め本大会にご参加いただきました皆様方には、厚くお礼を申し上げます。

記
1 　開催日時
　　平成 29 年 2 月 15 日（水）9：00 ～ 15：40
2 　開催場所
　　東京都港区東新橋 1‒1‒19
　　ヤクルトホール
3 　来賓祝辞
　　農林水産省生産局畜産部長　　　大野　高志
　　（代読）畜産振興課長　　　　　 藁田　　純
　　公益社団法人日本獣医師会会長　藏内　勇夫
4 　選考委員
　　農林水産省生産局畜産部畜産振興課
� 畜産技術室　課長補佐　松本　隆志
　　（国研）農業・食品産業技術総合研究機構
� 畜産研究部門　家畜育種繁殖研究領域
� 繁殖性向上ユニット長　平子　　誠
　　東日本家畜受精卵移植技術研究会
� 前会長　高橋　政義
� 東京農工大学　名誉教授　加茂前秀夫

　　山口大学農学部獣医学科
� 前教授　中尾　敏彦
　　徳島県東部農林水産局＜吉野川＞
� 前副局長　渡邉　　徹
5 　優良技術発表会
� （本誌掲載ページ）
　　発表者　14 名� 4 ページ
　　発表内容� 5～74 ページ
　　講評　中尾　敏彦� 75～78 ページ
6 　西川賞受賞者
（1）「黒毛和種繁殖雌牛の分娩間隔日本一を支

える私達の活動」� 島根県　寺戸　倉雄
（2）「管内黒毛和種牛の分娩間隔短縮への取り

組み」� 兵庫県　芹生　朋美
7 　調査報告「天塩町農協における牛人工授精改
善対策事業とその後の成績向上について」

� 北海道天塩町農業協同組合営農部
� 家畜改良課係長　荻原　英和
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挨拶をする宮島成郎会長 祝辞を述べる藁
わら

田純農林水産省畜産振興課長と藏内勇夫日本獣医師会会長

宮島会長と発表者の皆さん

宮島会長と西川賞受賞者の寺戸倉雄さんと芹生朋美さん
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第45回家畜人工授精優良技術発表全国大会

第45回家畜人工授精優良技術発表全国大会

1 授精師から発信できる定時授精の検証 友　貞　　　直

2 腟内留置型黄体ホルモン製剤の適切な挿入時期を考える 久保木　基　高

3 管内季節放牧公共育成牧場での繁殖性向上への取り組み 尾　崎　和　彦

4 黒毛和種繁殖雌牛の分娩間隔日本一を支える私達の活動 寺　戸　倉　雄

5 自然哺乳子牛の下痢発症を指標とした発情発見の検討 大　重　翔一朗

6 年間50頭、キャリア不足の人工授精師の取り組み 小　林　康　裕

7 管内黒毛和種牛の分娩間隔短縮への取り組み 芹　生　朋　美

8 不受胎牛対策および牛群改良を目指した一連の取り組み 髙　橋　孝　嘉

9 誰でもできるホルスタイン種分娩間隔400日で乳量１万㎏ 高　橋　光　浩

10 目標設定と従業員教育で繁殖成績の向上を目指して 森　末　雅　美

11 ＹＴガンの改良カバーは受精卵移植成績の向上に繋がる 中　條　匡　晃

14 乳牛における夏季の受胎率向上に向けた胚移植の検討 増　戸　弘　典

12 福島県における生乳生産基盤回復目的の性選別精液利用 鈴　木　真　一

13 乳牛の繁殖成績向上におけるアクティビティの有用性の検討 原　田　宗　範
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Ⅰ．はじめに

　中標津町は根室振興局管内の中央にあり、東は標津町、西は標茶町、南は別海町に接し、北は千島火山帯

の分水嶺を境としており、東西 42 km、南北 27 kmで、その面積は 684 平方 kmとなっている。地形は北西

の山岳部から南東に平野が展開し、地質は大部分が摩周系火山灰地である。気象は一般的に夏期が低温多湿、

秋から冬にかけて好天が続く状態にあり、このような条件から酪農を基盤とする農業が確立され、また、こ

れを基幹として工業の発展がなされ、人工は約 24,000 人をゆうしている。個々の経営規模は、年々大型化

しており、発情の見逃しやそれに伴う受胎率の低下が問題となっている。

　1970 年代にプロスタグランジン F2α（PG）や性腺刺激ホルモン放出ホルモン（GnRH）の製剤が使用で

きるようになり1）、1995年にそれらを利用したOvsynchという排卵を同期化する定時授精法が開発された2）。

Ovsynch とは、1 回目の GnRH 投与、7 日後の PG投与、30～56 時間後の 2回目の GnRH 投与、そしてそ

の 16～20 時間後の人工授精実施、というプログラムである（図 1）。しかし、このOvsynch により高受胎

率が期待できるのは、前回発情から 5～9 日目にプログラムを開始した時であり3）、それ以降にプログラム

を開始すると 2回目の GnRH投与時には黄体が既に退行し始めてしまい排卵同期化前に排卵に至る個体の

割合が高まり、受胎率は低下する。このOvsynch の欠点を補うことができるのが、腟内留置型プロジェス

テロン（P4）製剤（CIDR）を用いた CIDR-synch である1）。Ovsynch での 1 回目の GnRH 投与時に CIDR

を挿入し、7日後の PG投与時に CIDR を抜くのが一般的な CIDR-synch のプログラムである。プログラム

開始時の発情周期に関わらず、挿入された CIDR により PG投与時まで高 P4 環境が維持されるので、排卵

同期化前に排卵に至る個体の割合を低下させることができ、適期での授精が可能となる。しかし、CIDR-

synch であっても、前回発情から 5～9 日目にプログラムを開始すると、1回目の GnRH投与により排卵す

る個体の割合が高まる。そのため、新規卵胞波誘導や誘起黄体形成による血中 P4 濃度上昇効果が期待でき

るので、CIDR-synch においても発情後 5～9 日目からプログラムを開始した方が高い受胎率が期待できる

のではないかと考えられる。

　授精師は、3つの手段で発情周期を推定する事ができる。1つ目は「直腸検査による排卵確認」、2つ目は「発

情後出血の確認」、3つ目は「胚移植予定日に移植中止となったケース」である。この 3つの情報によりプロ

グラム開始時の発情周期を推定することで、CIDR-synch による受胎率改善ができるかどうか検証を行った。

図 1　オブシンクの基本プログラム

 1．  授精師から発信できる定時授精の検証
北海道　○友貞　直　丹羽永昌　郡司祐貴　山口輝介　野村啓太

　桂　百貴　髙橋孝嘉　佐々木尚洋　佐藤雅之　長崎浩二
（中標津町農業協同組合）

 優良技術発表要旨
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Ⅱ．材料及び方法

調査期間：平成 27 年 12 月 1 日から平成 28 年 10 月 30 日

供 試 牛：中標津町農協管内 12 農場で飼養されたホルスタイン種経産牛延べ 94 頭

周期推定：①排卵（発情後 1日目）②発情後出血（発情後 2日目）③胚移植予定日（発情後 7日目）

群 分 け：発情周期推定および処置開始時の卵巣所見により行った（表 1）。

　CIDR-synch プログラム：図 2の通りに実施した。

妊娠鑑定：TAI 後 40 日での直腸検査および超音波検査により実施

調査項目：排卵率（TAI の翌日に排卵した牛／供試牛）

　　　　　受胎率（受胎牛／TAI の翌日に排卵した牛）

　　　　　＊個体情報：乳量、産次数、授精回数、農家、授精師

統計解析：一般化線形モデルによる多変量解析

Ⅲ．結果

 1．排卵率

　各群の排卵率を図 3に示した。全ての群で高い排卵率を示

し、各群間で差は見られなかった。

 2．受胎率

　各群の受胎率を図 4に示した。適期 CS群の受胎率が最も

高く、他の群よりも有意に高い受胎率であった（P＜0.05）。

また、黄体有 CS群の受胎率は、黄体無 CS群よりも高い傾

向が見られた（P＜0.1）。

表 1　発情周期およびプログラム開始時の卵巣所見による群分け

＊発情周期「適期」：発情開始後 6～8日と設定

図 2　本調査における CIDR-synchプログラム

図 3　各群ごとの排卵率
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Ⅳ．考察

　同じ方法で行うCIDR-synch であっても、適切な時期にプログラムを開始した方がより受胎率は高くなる

ことが明らかとなった。また、卵巣が動いていないであろう牛（黄体無CS群）に対する CIDR-synch では

受胎率が低いため、授精後も注視して牛をモニターし再授精に備える必要があると考えられた。

　本調査から、プログラム開始前に発情周期の推定を行い、適期を判断したうえでCIDR-synch を行うこと

は、受胎率改善のために有用であることが明らかとなった。

Ⅴ．まとめ

　授精師業務の基本は発情確認であり、発情後の排卵や発情後の出血に遭遇することも多々ある。また、胚

移植も業務の一環であり、黄体確認を移植時に行っている。黄体および子宮の状態から移植を中止すること

もある。これらのような発情周期推定に役立つ情報をCIDR-synch に活用することで、次の発情周期を待つ

ことなくより効果的に受胎に繋げる事ができることが本調査で明らかとなった。また、処置開始時の状況を

知ることで、どの程度の受胎率が期待できるかを予測することも可能である。この受胎率の予測は、授精時

の精液の選定にも役立つと考える。また、再授精の可能性も想定できるので、授精後に注視する必要のある

牛のリストアップも可能となる。発情周期を意識し、うまくCIDR-synch を活用することで、より、効率的

に妊娠牛を獲得することが可能となり、農場に貢献することができると考える。

　今後は、発情後の出血を確認した場合「胚移植へ、移植ができなければCIDR-synch へ」という流れの有

効性についても検討していきたいと考えている。

参考文献
 1）大澤健司：牛の排卵同期化・定時人工授精プログラムの現状と最近の進歩、日本獣医師会雑誌＝J. 

Japan Vet. Med. Assoc., 65, 673‒681（2012）

 2）Pursley JR, Mee MO, Wiltbank MC. : Synchronization of ovulation in dairy cows using PGF2alpha 

and GnRH., Theriogenology, 44, 915‒23 (1995)

 3）Vasconcelos JL, Silcox RW, Rosa GJ, Pursley JR, Wiltbank MC. : Synchronization rate, size of the 

ovulatory follicle, and pregnancy rate after synchronization of ovulation beginning on different days 

of the estrous cycle in lactating dairy cows., Theriogenology, 52, 1067‒78 (1999)

図 4　各群ごとの受胎率
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Ⅰ．目的

　腟内留置型黄体ホルモン製剤（CIDR）はメス牛の腟内に留置・抜去することで発情を誘起でき、ホルモ

ン製剤と組み合わせることで定時授精を行うことができるため、同期化薬として広く利用されている。私の

所属する診療所管内でも以前より実施してきたものの、受胎成績を左右する要因については確認できていな

い。そこで、受胎要因や傾向を把握することを目的に、過去に行った CIDR プログラム授精の受胎成績を解

析した。

Ⅱ．材料と方法

　乳牛で経産牛を対象に平成 24 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日までに八女家畜診療所管内で行った

CIDR プログラム授精のうち、記録の追跡が可能なものを調査対象とした。CIDR プログラムは、CIDR 挿

入＋エストラジオール筋肉注射を行い（0 日目）、7‒12 日後に CIDR 抜去＋PG または PG 類似体（d‒クロプ

ロステノール）の筋肉注射、その翌日にエストラジオールの筋肉注射を投与し、翌々日に定時授精を行った。

受胎を左右する要因として、分娩後日数、季節、またはプログラム時の卵巣状態の関連性を解析した。統計

処理にはχ2 検定を用いた。

Ⅲ．結果

　本調査での実施頭数と受胎率（延）を表 1 に

示す。CIDR プログラムでは人工授精（AI）に

対し有意差が認められた。

　分娩後日数を 30 日毎に分けた受胎率を図 1

に示す。1）CIDR プログラムでは分娩後 60‒179

日間で一定の受胎率を示したが、180‒239 日間

では受胎率が低下した。その後の区間では受胎

率は増加した。各分娩後日数間における 1）CIDR プログラムと 2）AI のみとの間の受胎頭数に有意差は認

められなかった。次に各分娩後日数間における卵巣状態を調べた（図 2）。1）妊娠プラスにて、120 日以降

より受胎頭数が減少し、210‒239 日間まで減少した。その後、受胎頭数は増加に転じた。各卵巣状態につい

ては、卵巣嚢腫にて実施頭数が多いが、その受胎頭数について 150‒239 日間での低下が見られた。

　季節と受胎率（延）について図 3 に示す。各月ごとの受胎頭数を確認したところ、1）CIDR プログラム

では 8 月の受胎率の低下を除き、一定程度の受胎率を示した。1）CIDR プログラムと 2）AI との各月にお

ける受胎頭数の有意差は、6、9、3 月で認められた。次に各月間における卵巣状態を調べた（図 4）。受胎頭

数に有意差が認められた 6、9、3 月において、妊娠プラスとマイナスを構成する卵巣状態に共通な傾向は確

認できなかった。

　卵巣状態と受胎率（延）についての総数を図 5 に示す。卵巣静止での受胎率が高く、卵巣嚢腫、卵胞と黄

表 1　実施頭数と受胎率（延）

 2．  腟内留置型黄体ホルモン製剤の適切な挿入時期
を考える

福岡県　久保木基高
（福岡県農業共済組合連合会　八女家畜診療所）
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体、黄体での受胎率が続き、卵巣萎縮では低受胎率を示した。各群での受胎頭数に有意差は認められなかっ

た。各卵巣状態における分娩後日数毎の受胎頭数を調べたところ（図 6 及び 7）、分娩後日数 30 日毎に区分

した図 6 では、卵巣嚢腫、黄体群で分娩後 239 日間までの受胎率の低下が見られるのに対し、卵巣静止群で

の受胎率は分娩後 239 日間まで安定していた。分娩後日数 100 日毎に区分した図 7 では、卵巣嚢腫、黄体群

での受胎率は 240 日間以降より回復した結果、安定した受胎率を示した。

Ⅳ．考察

　分娩後日数について、分娩後 60‒179 日間で一定の受胎率が得られたのに対し、180‒239 日間では受胎率

が低下した。その理由は不明である。また、卵巣嚢腫群について分娩後 150‒239 日間に受胎率が低下したが、

図 1　分娩後日数と受胎率（延）

図 2　CIDR挿入時の卵巣状態（分娩後別）
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その理由は不明である。CIDR 挿入時の分娩日が 110‒150 日間では受胎率が比較的低下したという報告もあ

る（庵原ら、2005）。今回の成績はこの報告と分娩後日数区間において異なっているものの、CIDR プログ

ラムは分娩後の一定期間では効果を発揮できないことを示唆しているのかもしれない。

　季節について、CIDR プログラムでの 8 月の受胎率は低下した。また、各月における受胎頭数の有意差は、

6、9、3 月で認められた。卵巣状態には共通の傾向は認められなかった。これらの時期で有意に受胎した理

由は不明である。6 月は梅雨時期、9 月は真夏後、3 月は春に相当するため、朝晩の寒暖差が大きい季節の

変わり目という点では共通しているのかもしれない。これらの時期が本当に CIDR プログラムに適切なのか

は、今後とも確認していきたい。

　卵巣状態について、卵巣静止での受胎率が比較的高く、受胎率が分娩後 239 日まで安定していた。卵巣静

図 3　季節と受胎率（延）

図 4　CIDR挿入時の卵巣状態（月別）
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止に対して今回のプログラムが適切であることはすでに報告されており（石井、2007）、CIDR 存在下での

エストラジオールホルモンは直径 4‒8 mm の卵胞を退行させることがプログラム授精の効果を高めると考え

られている。一方、卵巣嚢腫、黄体群での受胎率は分娩後 239 日間までの低下が見られた後、回復した。こ

れらの群での受胎率の低下と回復の理由は不明である。これらの傾向とその変化の境目が分娩後 240 日前後

程度である点については今後ともデータの積み上げにより確認したい。

　以上の結果より、CIDR プログラムは分娩後日数、季節、卵巣状態を考慮することにより、より効率的に

使用することができると考えられた。

Ⅴ．要約

　腟内留置型黄体ホルモン製剤（CIDR）によるプログラム授精の受胎要因や傾向の把握を目的に、受胎成

績を解析した。対象牛は乳牛の経産牛とし、平成 24 年 4 月 1 日から平成 27 年 3 月 31 日の期間について調

べた。受胎要因として、分娩後日数、季節、またはプログラム開始時の卵巣状態とした。分娩後日数につい

て、分娩後 60‒179 日間で一定の受胎率が得られたのに対し、180‒239 日間では受胎率が低下した。季節に

図 5　卵巣状態と受胎率（延）

図 6　卵巣状態（分娩後 239日間まで）
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ついて、8 月の受胎率は低下した。また、6、9、3 月で有意差が認められた。卵巣状態について、卵巣静止

での受胎率が比較的高く、受胎率が分娩後 239 日まで安定していた。一方、卵巣嚢腫、黄体群での受胎率は

分娩後 239 日間までの低下が見られた後、回復した。以上の結果より、CIDR プログラムは分娩後日数、季 

節、卵巣状態を考慮することにより、より効率的に使用することができると考えられた。

参考文献
 1）庵原伸子　赤塚友希　宮島吉範　大藪康一　芳野和弘　伊東泰孝　伊藤　貢　鈴木保宣、イージーブ 

リードを用いた定時授精の試み、2005、第 33 回家畜人工授精優良技術発表全国大会

 2）石井一項、繁殖障害に対するイージーブリード併用排卵同期化・定時人工授精法の受胎成績に関する検

討、LIAJ News、2007、No. 103、p. 35‒36

図 7　卵巣状態（分娩後 200日以降含）
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Ⅰ．はじめに

　育成牛の放牧には、厳しい気象条件など劣悪な環境に曝され、これらに対する適応性や抵抗性を獲得する

ことに伴う強健性の向上、生草を飽食することに伴うルーメンの発達とこれによる採食能力及び粗飼料利用

性の向上、放牧場内を広く動き回ることにより、骨格・筋肉が十分に発達し心肺機能が向上することに伴う

運動機能の向上等健康な個体を育てるための様々なメリットがある。

　また、これに加え労力軽減、育成コストの低減など農家サイドからのメリット、更には景観形成、荒廃地

化防止等の環境保全効果は牧場を有効な観光資源として位置づけさせている。

　農林水産省の集計によれば、全国では、700 以上の公共牧場が利用され、本県においても平成 27 年度に

は 35 の牧場で放牧が実施されており、放牧頭数は 1,700 頭に及んでいる。

　これら牧場では、放牧頭数の減少及びこれに伴う経営の悪化、防疫・衛生対策強化の必要性、更にはシカ

等野生獣による食害など様々な課題を抱えているが、中でも牧場内での授精等繁殖管理については農家が最

も重視している事項のひとつである。

　今回、農家の要望に応え、放牧のメリットを農家に還元し、畜産経営安定化の一助とするため、管内戸隠

牧場において、牧場内で実施する繁殖管理対策として、発情誘起（発情同期化）プログラムを取り入れた繁

殖向上対策に取り組んだ。

Ⅱ．材料及び方法

 1．対象牧場　長野市　戸隠牧場

　　　　　　　・昭和 27 年開設。牧場面積：牧草地 92 ha、

野草地・林地 43 ha、合計 135 ha

　　　　　　　・標高：最高 1,148 m、最低 1,140 m

　　　　　　　・放牧頭数：乳用牛 41 頭、肉用牛 90 頭

　　　　　　　　（H27. 7. 1 現在）

 2．対象牛　　放牧雌牛全頭（妊娠希望牛）

 3．実施（集計）期間　平成 24 年度～平成 28 年度

 4．牧場内繁殖性向上対策の概要

　牧場内における、繁殖性向上に関するフローチャートにつ

いては図 1 のとおりであるが、授精テクニック以上に重要な

のは、牧場の放牧管理人とのコミュニケーションで、当日及

び前日の牛の状態を両者で的確に共有し、授精時期を判断す

ることが、繁殖成績を左右することとなる。このため、管理

人に対しては、牛確認の要点等についての詳細な指導を実施

している。 図 1　牧場内繁殖性向上対策フローチャート

 3．  管内季節放牧公共育成牧場での繁殖性向上への
取り組み

長野県　尾崎和彦
（JA 全農長野県本部北信畜産酪農営農センター）
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 5．発情誘起（同期化）プログラム

　　・ 0 日目：膣内留置型黄体ホルモン製剤挿入

　　　　　　　エストラジオール製剤投与

　　・ 7 日目：膣内留置型黄体ホルモン製剤除去

　　　　　　　プロスタグランジン F2α製剤投与

　　・ 8 日目：エストラジオール製剤投与

　　・ 9 日目：人工授精（AI）

　　　（ET の場合）

　　・ 16 日目：受精卵移植（ET）

Ⅲ．結果

　ここ5年間の放牧実頭数と牧場内で繁殖性向上対策を実施した実頭数の推移を示したものが表1であるが、

5 年間の放牧総頭数 600 頭のうち対策を講じたのは 347 頭で 57.8 % であった。

　表 2 はこの 5 年間の牧場内における、繁殖向上対策への取り組み結果を示したものである。

　表 2 のとおり、AI に関しての自然発情と発情誘起の比率は年によるバラツキはあるものの 5 年間を通じ

てみると 2：1 で、妊娠率に関しては、牧場内での自然発情の確認による AI ではいずれの年も 90 % を超え

高率となっており、5 年間の合計でも 95.3 % と高値であった。また、自然発情確認後の ET についても 70 %

以上の妊娠率を確保することができた。

　更に、発情誘起（同期化）プログラムを活用した事例でも、AI で 90 %、ET で 70 % を超える妊娠率を確

保することができた。

　なお、参考までに、この対策を進めるなかで、平成 28 年度に使用した精液・受精卵は次のとおりである。

　・ホルスタイン精液：アレックス♀、オーソン♀

表 1　放牧実頭数と対策実施頭数の推移

表 2　過去 5年間の牧場内繁殖向上対策成績

　　　　 ＊表中の数値は妊娠実頭数／対策（授精 ･ 移植）実施実頭数。（　）内は妊娠率。
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　・黒毛和種精液：勝早桜 5、花国安福、百合勝安、美津照重、第 1 花藤

　　　　　　　　　芳之国、光平照

　・受精卵　　　：美津照重、美国桜、花国安福

Ⅳ．まとめ及び考察

　今回、健康で連産性に優れた牛の育成、また、配合飼料の価格高騰等に対応した低コスト生産等を目的と

して季節放牧公共育成牧場を活用している農家の「放牧場に期待する事項」のなかでも最も重視されている

項目のひとつである「牧場内での繁殖性向上対策」に取り組んだ。

　県内には、繁殖を放牧場活性化の一方策とするため、放牧用種雄牛（いわゆる牧牛）の利用により妊娠を

確保している放牧場もあるが、本牧場においては、後継牛確保等家畜改良上の観点を重視し、牧場内での

AI、ET を原則とした。

　5 年間の取り組みの結果を集約してみると、AI 実施場所に水道等が無く野外の自然環境下であること、

また往復に 3 時間程度の時間を要し、更に牛の継続的な確保が困難で挙動等の継時的状況確認が十分にでき

ないこと等の AI、ET の実施に関しては不利な条件下でありながら、AI では 90 % 以上、ET でも 70 % 以

上の高い受胎率を確保することができた。

　これには、様々な要因が考えられるが 3 点に絞って考察してみる。

 1．定期観察の強化と発情誘起を組み合わせた牧場内繁殖向上対策の確立

　いかなる場合にも発情徴候の観察は必須条件であり、放牧管理人との連携には十分に配慮した。牧場内で

の十分な運動・日光浴などは好条件となり、上駕行為などを明確に示す牛も多いため牛の状況確認と連絡体

制を十分に確保し、適期に AI を実施できたことが受胎率確保の一番の要因であると考えている。

　また、発情徴候が確認できない牛、発情が弱く AI に至らなかった牛については、発情誘起（同期化）プ

ログラムを実施したが、これにより発情を示した牛は 100 % に近く、これらの初回 AI 受胎牛は 46 %（H27

結果）であり、初回 AI で受胎しなかった牛も、その後に自然発情が見られ AI に至る事例がほとんどで、

発情誘起の活用も要因のひとつであると考えている。

 2．AI 技術の基本事項の再徹底

　設備等が不十分であり、かつ自然環境下での AI 実施となるため、農家の庭先授精などと比較し、いつも

以上に基本事項を徹底するよう配慮した。

　主な事項としては、①凍結精液の解凍温度。（保温ポットを持参し 38℃を確認。）②陰部等の洗浄徹底。 

（ペーパータオル、アルコールタオルを十分に準備し対応。）③月令に応じた AI タイミング（管理人との連

携強化を含め対応）などでいずれもあまりに基本的な事項であるが、授精環境等を考慮し、改めて再徹底し

た。

 3．放牧事業活性化のための牧場管理主体、管理者の熱意

　本放牧場の管理主体（事務局）は長野市であるが、畜産農家の要望に応え繁殖性向上対策を積極的に取り

入れ、管理人も丁寧に牛の状況確認等に取り組んだ。

　この様な取り組みの結果、全国的に放牧頭数の減少するなか、一定の放牧頭数を安定的に確保することが

できており、繁殖を目的に本放牧場を選択する農家も多く、農家からも高い評価を得ている。
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　酪農関係では初妊牛価格の高騰による後継牛確保に困難が生じており、和牛素牛に関してもこれまで以上

に血統が重視されている。連産性の高い健康な牛作り等の放牧メリットに加え、放牧場内での AI、ET で

の血統交配の実施により、畜産経営に夏季放牧を積極的に取り入れた飼養管理体系が可能となり、今後の経

営安定化、地域畜産振興のための一助となると考えている。
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Ⅰ．はじめに

　私が所属する島根県家畜人工授精師協会石西支部は、島根県西部の益田市、津和野町及び吉賀町の 1 市 2

町を活動範囲としている。管内では西いわみ和牛改良組合の組合員 63 戸が、県内飼養頭数の約 18 % にあた

る 1,525 頭の黒毛和種繁殖雌牛を飼養している。石西支部では繁殖成績向上を図るべく、関係機関とともに

様々な取り組みを長年にわたり行ってきたので、その概要を報告する。

Ⅱ．石西支部の概要

　会員数は 18 名で、職種は JA 職員、JA 嘱託家畜人工授精師、自営、牧場勤務となっている。毎年、総会

と懇親会を開催し、年間の活動方針を決め、会員相互の交流や情報交換を行っている。また、この場で島根

県家畜人工授精師優良技術発表会の発表者と発表内容を決めている。

Ⅲ．島根県家畜人工授精師優良技術発表会での発表

　島根県家畜人工授精師優良技術発表会において毎年発表することを支部のポリシーとしており、正確な取

り組み開始時期は不明であるが、少なくとも平成元年度以降は毎年 1 題の発表を行っている。発表者と発表

内容の概要については、総会で決めているが、データ収集や発表内容の検討においても多くの会員が参加し、

個人としての発表ではなく、支部としての発表という認識で取り組んでいる。発表内容は繁殖管理システム

を活用した繁殖巡回の取り組み、授精及び受精卵移植の技術、繁殖牛の飼養管理、研修会の開催、アンケー

トの活用など多岐にわたり、繁殖成績向上を目的に多角的なアプローチで取り組みを行い、県内他支部の会

員へも情報提供することで県全体のレベルアップにも貢献するようにしている（表 1）。発表会には、発表

表 1　島根県家畜人工授精師優良技術発表会での発表演題

 4．  黒毛和種繁殖雌牛の分娩間隔日本一を支える私
達の活動

島根県　寺戸倉雄
（島根県家畜人工授精師協会石西支部）
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者以外にも多くの会員が参加し、他支部での取り組み状況や各種技術情報を入手するよう心掛けている。

　また、発表内容は、家畜人工授精師のみならず、農家等にも幅広く普及、浸透するように心掛けている。

平成 26 年度に発表した「JA しまね、西いわみ管内における肉用牛巡回」は「養牛の友」誌に投稿し、平成

27 年度の「目指せ！子牛生産率 95 %」は「畜産技術」誌に投稿した。管内のほとんどの農家や関係機関が

参加する西部地区肉用牛振興大会では、平成 23、25、27 年度に発表内容をもとに会員が講演し、日常の飼

養管理や人工授精を依頼する際に役に立つ情報を提供した（図 1）。

Ⅳ．繁殖管理システムを活用した肉用牛繁殖巡回

　管内ではコンピュータを活用した繁殖管理システムの運用とそのデータに基づく関係機関による肉用牛繁

殖巡回が平成 3 年度から継続して行われている。

　繁殖管理システムへの入力業務は NOSAI と家畜保健衛生所が行っているため、家畜人工授精師は毎月の

授精記録を NOSAI へ報告している（図 2）。

　繁殖巡回は繁殖管理システムで抽出した妊娠鑑定牛や空胎牛を対象に、一部大型牧場を除いて毎月 1 回各

地区ごとに実施している。なお、一部大型牧場については牧場独自の管理システムを利用して、毎週 1 回の

繁殖巡回を実施している。繁殖巡回の構成員は家畜診療所、家畜保健衛生所、農業普及部、JA、市町、家

畜人工授精師となっている。

　繁殖管理システムを活用した肉用牛繁殖巡回の効果としては、①妊娠鑑定牛や空胎牛を確実に抽出するこ

とで、空胎牛への早期治療が実施出来ること。②獣医師との綿密な連携により治療後の人工授精がスムーズ

に実施出来ること。③分娩、授精、診療等の情報が一括して関係機関で共有されているため地域全体として

の対応がとれること。④長期不受胎牛等の飼養管理面で改善が必要な場合においても、関係機関とともにき

め細やかな指導が出来ること等が挙げられる。

　この取り組みの結果、繁殖管理システムの運用開始当初に比べて、空胎日数が現在では 1 カ月以上短縮さ

れた（図 3）。

図 1　西部地区肉用牛振興大会での講演
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Ⅴ．研修会の開催

　と畜臓器を用いた卵巣所見や子宮内注入部位の確認、ビデオ教材を用いた勉強会、技術検討会など様々な

研修会を開催し、基本的な授精技術を再確認するとともに、先進技術を習得し、授精及び受精卵移植技術の

向上を図ってきた（図 4）。受精卵移植では受胎率の高い会員を講師として研修会を行うとともに、新人授

精師への現場指導も行うことで、きめ細やかな支援体制をとっている。

　また、農家を対象とした研修会も開催した。発情発見のためのリーフレットを作成し、農家に配布するこ

図 2　繁殖管理システムのデータの流れ

図 3　管内黒毛和種繁殖雌牛の空胎日数の推移
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とで、人工授精の最初の一歩である発情発見が的確に実施されるよう啓発活動を行った（図 5）。

Ⅵ．アンケートの活用

　平成 22 年度には農家を対象としたアンケート調査を行った。調査項目は、発情発見の方法、発情発見後

どの時点で授精を依頼するか、牛の引き出し等授精時の対応、交配種雄牛の選択、授精師の農家への対応等

であった。調査結果をもとに、今後の授精業務の取り組み方を会員同士で検討し、農家のニーズに沿った人

工授精が出来るよう配慮した。また、農家向けの研修会も開催し、発情発見のポイント等を再認識しても 

らった（図 6）。

　授精業務を行っている会員に対するアンケートでは、授精器具の型・取扱、消毒方法、授精適期の判断、

交配牛の選定などについて行なった。この調査結果については、島根県家畜人工授精師優良技術発表会で発

表し、県内他支部の会員と情報共有を図った。

図 4　研修会の風景
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図 5　発情発見のためのリーフレット
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Ⅶ．まとめ

　石西支部では繁殖成績向上を目指し、様々な取り組みを行ってきた。その結果、管内の農家が所属する西

いわみ和牛改良組合の分娩間隔は平成 21～27 年度に 375.0 日～384.8 日の間で推移し、（公社）全国和牛登

録協会より 7 年連続で「分娩間隔の部」全国上位 15 組合の表彰を受けている（図 7）。特に平成 24 年度か

らは 4 年連続で全国 1 位という成績を収めている。この栄誉ある成果を励みとして、今後も関係機関や農家

との連携を強化しながら、更なる技術向上に取り組み、分娩間隔「日本一」を支え続けていきたい。

図 6　アンケート結果に基づく研修会の風景

図 7　西いわみ和牛改良組合の分娩間隔
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Ⅰ．はじめに

 1．地域の概要

　私の住む湧水町は、鹿児島県の中央北端に位置し、中央

部を流れる川内川流域では肥沃な耕地が広がり、自然豊か

な地域であり、肉用牛繁殖雌牛頭数は 1,382 頭、農家戸数

109 戸（平成 27 年 12 月現在）となっている。

　私が子牛を上場する「あいら中央家畜市場」は、年間上

場頭数 7,376 頭（平成 27 年度）で、鹿児島県全体の 8.7 %

を占める大きな産地であります。

 2．大重畜産の概要について

　私は、和牛繁殖経営を行っている祖父や父の影響を受け、

後継者として同じ和牛繁殖経営を志し、平成 20 年 3 月に

鹿児島県立農業大学校畜産学部に入学しました。

　卒業後は、平成 20 年 4 月から 6 年間、経済連の肉用牛

繁殖農場に勤務し飼養管理・人工授精技術の研鑽に努めま

した。

　平成 26 年 4 月に国及び県の事業等を利用して畜舎建設・

繁殖雌牛導入行い新規就農しました。

　現在、繁殖雌牛 40 頭を飼養し、子牛を自然哺育で育成する経営を行っています。

 3．目的

　子牛を自然哺乳で育成管理する中で、母牛の発情時に下痢をするものが多くみられたため、発情と子牛の

下痢に関係があるのではないかと考え、今回この関係性を調べることにより、母牛の発情発見に寄与できな

いかを検討しました。

図 1　湧水町の位置

写真 1　牛房内部 写真 2　畜舎通路

 5．  自然哺乳子牛の下痢発症を指標とした発情発見
の検討

鹿児島県　大重翔一朗
（鹿児島県家畜人工授精師会連合会）
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Ⅱ．材料および方法

 1．調査期間

　平成 28 年 7 月～11 月

 2．調査頭数

　黒毛和種繁殖雌牛（経産）11 頭

 3．調査実施方法

　分娩後 40 日以上経過した母牛と哺乳子牛をパドックに同居させ、発情を示す予定の授精前後 2～3 日の母

乳を採取・冷凍保存し、同時期の子牛の糞便の状況と人工授精実施の有無を記録する。

 4．調査項目（農業開発センター畜産試験場と鹿児島大学に協力を依頼）

　1）哺乳子牛の下痢の性状と感染症検査

　下痢便試薬セット：TETRASTRIPS（ROTA、CORONA、Crypt、E. COLI K99）（コスモ・バイオ）

を使用

　2）母乳の Brix 値（糖度）、酸度、塩分濃度の測定

　　Brix 値（糖度）  ：ポケット初乳濃度計 PAL‒初乳（（株）アタゴ）を使用

　　酸度　　　　　：牛乳用モデル　ポケット糖酸度計 PAL-BX/ACID91（（株）アタゴ）を使用

　　塩分濃度　　　：ポケット塩分計 PAL-SALT（（株）アタゴ）を使用

　3）アルコール不安定測定

　70 % エチルアルコールをシャーレに 1 ml 入れて、等量の母乳を加え 5 秒以内に混和し、シャーレ内の

牛乳の凝固物の有無で陽性判断

　4）プロジェステロン（P）値の測定

　　ELISA キットを使用

Ⅲ．結果

 1．下痢の性状と母牛の受胎率

　分娩後 40 日経過を目安に人工授精を実施しているが、発情から人工授精前後に子牛の下痢が散見され、

表 1　当農場の繁殖成績

※供用中の繁殖雌牛は過去 2 年間（H26. 7. 1 以降）に分娩をしているもの、もし
くは 3 歳未満で初産をしていないもの（若い牛）を対象とした。

※牛の年齢は H28.8.1 時点の年齢とした。
※受精卵関係牛の繁殖成績は除いた。
※初産が流死産のものは初産日齢・月齢から除いた。
※初産から飼養者が所有しているもののみ。（全国和牛登録協会鹿児島県支部調べ）
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その関連性について調査した結果、調査牛 11 頭中 7 頭（63.6 %）で下痢の発生が見られた（写真 3）。

　なお、下痢の主な原因である大腸菌、ロタウィルス、コロナウィルス、クリプトスポリジウムに起因して

ないことを確認するため、テトラストリップスで検査した結果、すべて陰性であった（写真 4）。

　下痢発生時の人工授精成績については、初回種付け日数の平均は 56.7±12.0 日で、受胎率は 7 頭中 6 頭が

受胎（85.7 %）した。

 2．授精前後の乳汁の状況

　人工授精前後の子牛の下痢発生の要因を調査するために乳汁中の Brix 値（糖度）、塩分濃度、アルコール

テストを実施した（人工授精前後 5 日間）結果、Brix 値（糖度）は平均で 10.68±0.26 % と 2 日前から上昇し、

人工授精後は維持していた（図 2）。また、授精前後に子牛の下痢が見られた 7 頭と下痢の発生がなかった 4

頭を比較した結果、下痢を発生した群は、授精 2 日前から 1 日前（発情）で 0.9 % と急激に上昇したのに対し、

発生がなかった群は、0.2 % の上昇と乳中の Brix 値（糖度）が安定していることがわかり（図 3）下痢発症

と発症なしとでは差が認められた。塩分濃度は、平均で 0.21±0.003 % とばらつきは少なかったが、授精時

に減少していた（図 4）。アルコールテストについては、下痢をしていた 7 頭中 2 頭（28.6 %）で凝固が確認

された。

 3．プロジェステロン濃度（P 値）

　人工授精前後の乳中プロジェステロン濃度（P 値）は 6 頭の平均で発情時（－D1）15.6±5.9 ng/ml と発

情前日（－D2）から 23.1±6.3 ng/ml と 7.4 ng/ml 減少した。

　人工授精時（AI）の平均は、19.6±6.2 ng/ml と発情から 4.0 ng/ml 上昇した。

写真 3　発情時 写真 4　TETRASTRIPS検査（陰性）

図 2　乳汁中の Brix値（糖度）の推移 図 3　下痢発生時の Brix値（糖度）の推移
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　下痢の発生した群（3 頭）の発情前後 8 日間の平均で 21.3±8.0 ng/ml、下痢発生がなかった群で 19.9±

10.2 ng/ml と下痢が発生した群が 1.4 ng/ml 高く推移したが差はなかった。

Ⅳ．考察

　今回、哺乳子牛が母牛の発情時期に下痢をする関係につ

いて母乳の性状変化によるものと仮定し、調査を実施した。

　母乳については、Brix 値（糖度）、酸度（Acid）、塩分濃

度（SALT）、アルコール不安定及びプロジェステロン（P）

値をそれぞれ測定項目とした。

　Brix 値（糖度）については、文献によると子牛の初期

免疫増強に不可欠な免疫抗体（IgG）と高い相関があり分

娩後の初乳摂取時の値が 20 % 以上は必要とされていて1）、

今回の母乳では経時的に減少し、哺乳 40 日以降の値は

10 % 前後になることが示された。母牛発情時に下痢を発

生した群の Brix 値（糖度）は平均で 10.78±0.36 % で、下痢の発生がなかった群は平均で 10.49±0.15 と平

均値間での変化はなかった。しかし、下痢が発生した群では、授精 2 日前から授精 1 日前（発情時）に急激

な上昇（約 1 %）が見られたことから、Brix 値（糖度）の上昇（乳質変化）が影響している可能性が考えら

れた。

　酸度・塩分濃度・アルコール不安定については、発情期に乳汁中のカルシウムイオンが増加しアルコール

不安定乳となることがあり、他に pH の上昇、ナトリウム・塩素の増加、白血球の増加が認められ、さらに

エストロジェン（卵胞ホルモン）には毛細血管の透過性を亢進させる作用があり、乳腺にも同様な作用で、

低酸度二等乳の原因となることが知られている2）。その影響で母乳に変化が生じるのではないかと思われた

が、畜産試験場による分析の結果、母牛発情時の酸度及び塩分濃度の平均はそれぞれ 0.12±0.001 %、0.21±

0.003 % であった。下痢の発生した群及びしなかった群の酸度は、共に 0.12±0.01 % とその影響は認められ

なかった。塩分濃度は、下痢の発生した群で 0.21±0.02、発生しなかった群で 0.22±0.02 と大きな変化は認

められなかった。

　一方で、酪農業界では、初乳は 120 時間（5 日間）の出荷制限が食品衛生法で定められていて、この間も

図 5　下痢発生有無群別 AI前後の P値推移

図 4　乳汁中の塩分濃度の推移 写真 5　乳汁のアルコールテスト
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アルコール不安定乳であることが一般的である。数日間経過すれば、正常に戻ることが知られるが、黒毛和

種でも同様なことが認められた。哺乳子牛の下痢の原因が、発情時母乳の性状変化でアルコール不安定乳に

よると思われる事例が 28.6 % 認められた。

　また、母牛の発情が微弱で発情兆候がわかりにくい可能性もあるので、黄体ホルモンである P 値につい 

て、子牛の下痢時もしくはその前後での P 値推移を調査したが、変化は認められなかった。

　なお、データには示してないが、下痢発生時の母乳のカルシウム・マグネシウム値についても、顕著な変

動は認められなかった。

　また、下痢の主な伝染性疾患として、ロタウィルス・コロナウィルス・大腸菌（K99）・クリプトストリ

ジウムの 4 種類を「テトラストリップス」キットを用いて簡易測定を行ったところ、全ての下痢で検出され

なかったので、子牛の下痢発生が上記 4 種の感染によるものではないと推測される。

　今回、哺乳子牛の下痢と母牛の発情時 AI の受胎率は 85.7 % で、下痢と受胎率は無関係と思われる。

Ⅴ．まとめ

　総論として、人工授精にあたり、感覚的に母牛発情と哺乳子牛の下痢の発生の関連性が高いと感じ調査し

た結果、調査牛での哺乳子牛の下痢発生が 63.6 % となり、発情・授精の目安となる可能性があるものと思

われる。下痢の発生要因を把握するための調査で、母乳の性状変化では一定の法則は認められなかったが、

Brix 値（糖度）において発情時に急激な上昇が確認された。また、一部の個体についてはアルコール不安

定乳による下痢が認められたため、さらにデータを収集（下痢の性状等）し、自然哺乳を実施している繋ぎ

飼い農家（少頭飼の高齢農家が多い）の発情発見の指標となれば、人工授精師と農家が手軽に出来る発情発

見の手段となり生産性向上につながることが示唆された。

参考文献
 1）岡峰ら、和牛受精卵移植産子における初乳給与状況の簡易な判定法の検討、広島県獣医師会雑誌、No. 

24、47‒50（2009）

 2）日産合成工業（株）学術・開発部、低酸度二等乳の原因と対策、酪農・豆知識、第 46 号（2010）
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Ⅰ．はじめに

　私は、黒毛和牛の繁殖農家です。

　平成 8 年に人工授精師の資格を取得し、学生時代の研修先や地元の人工授精師の方からお世話になり、人

工授精技術を学びました。

　その後、平成 14 年から自家飼育牛への人工授精を始めました。

　平成 14 年の飼養頭数は 15 頭でしたが、平成 15 年には新牛舎建設に伴い飼養頭数が 35 頭へ増えました。

　年々授精頭数も増えてきましたが、「未経産牛への精液注入ができない」、「卵巣を触れない」、「妊娠黄体

と卵胞を間違える」などのケースがあり、人工授精技術の良し悪しが繁殖経営と直結していることを痛感し

ました。

　自家飼養牛へ人工授精を始め、飼養規模を拡大した最初の 3 年は、若い牛が多かったためか受胎成績も順

調でした。

　その後、徐々に発情徴候が弱くなり、卵巣の状態もよくわからない牛が増えてきました。

　直腸検査をしながら発情の有無、人工授精適期などを半信半疑で判断する毎日でした。

　この時、強く感じたのは「経験値の高い人には敵わない」ということです。

　年間に行う人工授精頭数が 1000 頭と 50 頭では技術や経験に差が出て当然ですが、正しい判断をしなけれ

ば農場経営が傾くとの思いから、考えられる取り組みを行い、効果がみられたので発表します。

Ⅱ．取り組み

　行った取り組みは、以下の 2 点です。

　①　超音波画像診断装置の購入と使用

　人工授精適期の判断や受胎判定のため、卵巣、子宮の状態を正確に把握することが必要で、直腸検査

での結果について超音波画像診断装置による画像診断で補い判定しました。

　②　凍結精液融解後の温度管理を実施

　凍結ストローを 38℃の温湯浸漬で融解する際、手も温湯へ浸漬して加温する。

　注入器を 50℃で使用前に加温する。

表 1　年度別牛飼養頭数 表 2　年度比較（受胎率の低下）

 6．  年間 50頭、キャリア不足の人工授精師の取り
組み

山形県　小林康裕
（山形県家畜人工授精師協会置賜支部）
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　外気温の影響を受ける以下の操作中、ストロー管または注入器のストロー管挿入部分を手で握って保

温しました。

　　〇　ストロー管の消毒

　　〇　シース管へストロー管を挿入

　　〇　シース管を注入器へセット

Ⅲ．結果

　受胎率が低下した平成 21 年度と対策（超音波画像診断装置の使用と凍結精液融解後の温度管理）を講じ

た平成 27 年度で比較すると、受胎率が 17 % 増加しました。

　凍結精液融解後の温度管理について対策を講じたところ、受胎率の向上が見られたことから、以下の 2 点

について検証を行いました。

　①　精子活力への温度低下の影響

　　　凍結精液融解後の温度低下が精子活力に影響するか検証しました。

　②　低温環境下でのストロー管内部の経時的温度変化の検証と温度低下防止対策について検討しました。

Ⅳ．精子活力への温度低下の影響調査

　凍結精液融解後の温度低下による精子活力への影響を比較検証しました。

（1）調査方法

　5 頭の種雄牛から採取した凍結精液各 2 本のストロー管を外気温に 6 秒間さらした後、38℃の温湯へ 15

秒間浸漬して融解する。

　融解した精液へ低温影響の有無で精子活力の違いを顕微鏡観察で比較した。

　①　精液融解後すぐに 38℃のインキュベーターで保温し、60 分毎に精子活力を確認

　②　精液融解後、2 分間 0℃に置いた後、38℃のインキュベーターで保温し、60 分毎に精子活力を確認

　①、②で各検体の精子活力＋＋＋の割合についての平均を算出した。

（2）調査結果

　融解後に低温の影響を受けた精液（②）が低温の影響を受けない精液（①）よりも精子の活力＋＋＋の割

合が低かった。

　また、割合の差は、60 分で最大となるが、その後、①で＋＋＋の割合が低下し、②との差は小さくなった。

表 3　年度比較（対策前後）
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Ⅴ．ストロー管内部の経時的温度変化調査と温度低下防止対策の検討

（1）調査方法

　①　ストロー管にデジタル温度計の測定端子を 50 mm 挿入しパラフィルムで固定し、0℃でストロー管内

部の経時的な温度変化を調査した。

　②　①と同様にストロー管へ測定端末を挿入固定したあと、注入器へストロー管とシース管を挿入し、

38℃の温湯で加温した手での保温有無で 0℃でのストロー管内部の温度変化を比較した。

（2）調査結果

　①　25.2℃から経時的に温度が低下し、120 秒後に「Ⅳ．精子活力への温度の影響調査」での条件と同じ 0℃

へ近付いていった。

　②　「保温なし」では、17.6℃から 150 秒後には 3.9℃まで温度が低下したが、「保温あり」では、25.6℃か

ら 150 秒後には 32℃へ温度が上昇した。  

保温することでストロー管内部の温度低下防止に効果があった。

図 1　温度低下による精子活力（＋＋＋の割合）の経時的変化

図 2　ストロー管内部の経時的温度変化
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Ⅵ．まとめ

　受胎率に影響する要因は複数ありますが、今回、正しい発情判定と精子活力を低下させない方法での人工

授精により、受胎率の向上がはかられました。

　直腸検査をしながら発情の有無、人工授精適期などを半信半疑で判断していたなか、超音波画像診断装置

を併用することで画像診断から正しい判断をすることができ、また行った判断について自分自身の勉強、経

験、スキルアップになりました。

　また、これらの判断をロスなく行えたことは、分娩間隔の短縮にもつながりました。

　調査結果で述べた、「実際の牛舎での作業時間を想定した 2 分間でも低温の影響を受けると精子活力が低

下すること」、「冬期間を想定した 0℃の環境下ではストロー管内部の温度も低下し、120 秒で 0℃に近づく

こと」、「温めた手でのストロー管の保温は効果があったこと」の 3 点は、凍結精液融解後の温度低下防止対

策が精子の活力低下防止に有効で、特に外気温が低下する冬期間の受胎率向上に効果があるとの考えを後押

しする結果になりました。

　今後は、これらの対策を継続して行い、また、受胎率に影響する他の要因についても検証検討を行い、よ

り一層の受胎率の向上を目指します。

図 3　温度低下防止対策にかかる温度変化
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Ⅰ．はじめに

　黒毛和種繁殖牛の分娩間隔は近年延長する傾向にあり、生産性低下や農場経営の圧迫が懸念される。今回

管内の S 市において、平成 26 年度の分娩間隔が平均 430 日と延長していた。給与飼料、血液検査、および

消化管内寄生虫の有無等について調査したが原因が特定できず、繁殖管理について調査したところ分娩間隔

延長の要因とみられる項目が特定できたので、その概要について報告する。

Ⅱ．材料および方法

 1．対象農場

　管内 S 市の黒毛和種繁殖農場 11 戸（48 頭）とした。

 2．一次調査

　2015 年 8 月、農場の現状についての聞き取り調査等により、各農場で飼養される分娩間隔の算出可能な 2

産以上の経産牛について、分娩間隔を農場平均で算出した。

　また農場ごとの平均 BCS と、日本飼養標準に基づいた維持期、産前期、授乳期の DM、TDN、CP の充

足率を算出した。BCS と充足率よりⅠ～Ⅲ群に分類し比較を行った。

　さらに 11 戸 48 頭より採材した血清を用いて、血液生化学検査と血中ビタミン濃度（血中ビタミン A、β‒

カロテン、ビタミン E）測定を行った。また糞便内寄生虫検査を行った。

 3．一次調査の対策

　飼料計算結果より日本飼養標準に基づいた飼料給与メニューを提示した。

　また血液検査結果より、産前産後だけでなく月 1 回の定期的なビタミン剤投与（ビタミン AD3E 製剤：ビ

タミン A として 120 万単位ずつ）や、単種類の乾草のみを給与していた農場に対しよりβ‒カロテンを多く

含む乾草の追加給与を指導した。

　また寄生虫の検査より、今回は肝てつについて、陽性牛は駆虫を行った。

 4．二次調査

　2015 年 12 月、各農場 17 頭について一次調査と同様の血液生化学検査、血中ビタミン濃度測定、寄生虫

検査を行った。

　また繁殖成績を、経産牛それぞれについて直近の分娩からの初回 AI 日数（分娩から初回授精までの日数）、

AI 率（延べ AI 頭数 /AI 機会数）、延べ頭数受胎率（受胎頭数 /（延べ AI 頭数－妊否不明頭数））、妊娠率 

（AI 率×延べ頭数受胎率）を調査し農場平均として算出した。また今回の AI 機会数は待機日数を分娩後 50

日とし、待機日数経過後の発情周期（21 日周期）を 1 機会として算出した。

　また繁殖管理スコアとして、表 1 に示す農場の繁殖管理に対する姿勢を表すと思われる 5 つの項目を点数

化し、S 市担当獣医師 2 名による評価点数の平均を算出した。

 5．取り組み後

　取り組み後の変化の評価として、11 戸において 2016 年 1～7 月に分娩した牛の初回 AI 日数を調査した。

 7．  管内黒毛和種牛の分娩間隔短縮への取り組み
兵庫県　○芹

せり
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朋
とも
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み

　永岡正宏　田畑早智　門田文隆　今井正士
（兵庫県農業共済組合連合会　東播基幹家畜診療所　丹波診療所）
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Ⅲ．結果

 1．一次調査

　A～L 各農場で飼養される経産牛の飼養規模（頭数）

と、平均分娩間隔（日）は表 2 のようになった。

　また周産期ステージ別に算出した DM、TDN、CP の

充足率と農場平均 BCS から、給与量が不足し、低 BCS

の A～C 農場をⅠ群、給与量は概ね適正で、適正 BCS

の D～G 農場をⅡ群、給与量が過剰で、高 BCS の H～L

農場をⅢ群とした。

　血液生化学検査結果は各項目で分娩間隔との相関はみ

られず、飼料給与群ごとの差も認められなかった。

　ビタミン A の正常域は 9 頭であった。β‒カロテンの

正常域は 1 頭で、2 頭では高値を示した。ビタミン E の

正常域は 1 頭であった。分娩間隔の算出可能な 41 頭の各ビタミン濃度と分娩間隔には相関は認められず、

また飼料給与群ごとの血中ビタミン濃度にも差は認められなかった（図 1）。

　飼料充足率と分娩間隔では、維持期および産前期において、TDN および CP で正の相関がみられた 

（図 2）。

　糞便内寄生虫検査では肝てつが 1 頭、コクシジウムが 1 頭、一般線虫が 6 戸 9 頭、ベネデン条虫が 4 戸 5

頭で認められた。

 2．二次調査

　ビタミン A は数頭で増加したが、その他の個体では大きな変化はみられなかった。β‒カロテンは全個体

で 100 μg/dL 以下と低値であった。また、ビタミン E は 2 頭でそれぞれ 380、300 μg/dL であり、その他

の個体では 300 μg/dL を下回ったものの計 12 頭で 8 月よりも増加した。

　糞便内寄生虫は肝てつの認められた個体で陰転した。

　繁殖成績は全項目において給与飼料適正のⅡ群が良い傾向にあり、AI 率、延べ頭数受胎率、妊娠率は過

剰のⅢ群がⅡ群よりも低い傾向にあった（図 3）。

　分娩間隔と、延べ頭数受胎率、妊娠率には負の相関があり、初回 AI 日数と、AI 率、延べ頭数受胎率に

表 1　繁殖管理スコア評価に用いた項目と農場別繁殖管理スコア

表 2　管内 Q市 11戸の経産牛飼養規模と平均
分娩間隔
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も負の相関がみられた（図 4）。

　独自に設定した繁殖管理スコアの項目および点数、算出した農場別繁殖管理スコアは表 1 のようになった。

繁殖管理スコアと初回 AI 日数とは負の相関が、AI 率、延べ頭数受胎率、妊娠率とは正の相関が認められ

た（図 5）。

 3．取り組み後

　分娩から初回 AI までの日数は、実施前（2015 年 8 月まで）の農場全体平均は 75.4 日であったが、取り

組み実施後（2016 年 1 月～7 月）は 63.2 日となり 12.2 日短縮した。

図 1　個体別血中ビタミン濃度と分娩間隔の相関

図 2　農場別飼料充足率と分娩間隔の相関
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Ⅳ．考察

　栄養管理が適正な農場は分娩間隔が短い傾向にあった。また、分娩間隔の延長には給与飼料の不足よりも

過剰であることが関係していると考えられた。

　今回の調査においては血液生化学性状には農場間で大きな差が見られず、分娩間隔との関係性は見出せな

かった。

図 3　農場別繁殖成績

図 4　農場別繁殖成績の相関
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　各血中ビタミン濃度に関しても、今回の測定では分娩間隔との関係性は見出せなかった。繁殖和牛におけ

る正常値は、ビタミン A が 80～200 IU/dL、β‒カロテンが 200～300 μg/dL、ビタミン E が 300～500 μg/dL

とされており1）、S 市のほとんどの農場で不足していた。一次調査でビタミン A、β‒カロテンが充足してい

る個体があった農場は夏季に放牧を行っており、β‒カロテンを多く含むとされる青草摂取により他の農場

よりも高値であったと考えられた。酸化ストレスは繁殖機能に悪影響を及ぼすことから、抗酸化物質である

ビタミン A、E は繁殖機能改善に重要とされていることや2）、ビタミン A の前駆体であるβ‒カロテンはエ

ストロジェンやプロジェステロン産生に関与し、黄体に蓄積することからも卵巣機能回復や受胎率向上につ

ながるといわれている3, 4, 5）こと等、ビタミンの繁殖機能への重要性は広く知られている。そこで一次調査後

に産前産後だけでなく月 1 回のビタミン剤投与や、イタリアン乾草のみを給与していた農場に対しよりβ‒

カロテンを多く含む1, 5）スーダン乾草の追加給与を指導した。ビタミン A、E においては二次調査時に一部

個体で増加したが正常値に満たない個体がほとんどで、ビタミン投与後数日で血中濃度は元に戻るという報

告例6）や、指導後もビタミン投与が継続的に行われていなかった農場があること等からも、ビタミン投与の

重要性については今後も指導を継続していく必要がある。

　糞便内寄生虫に関しては、今回は肝てつについて駆虫を行った。肝てつは、寄生により肝臓での栄養合成

が阻害されることで卵巣機能の減退等につながると考えられている7）。S 市では稲ワラを与えている農場も

多く、今後も肝てつの定期的な駆虫を指導していく必要がある。またその他の寄生虫については今回駆虫を

行わなかったが、消化管内線虫の寄生によって食欲や蛋白質吸収が阻害されることにより繁殖成績が悪化す

ることが知られており8, 9）、定期的な消化管内線虫の駆虫についても取り組んでいく必要がある。

　農場の繁殖に対する姿勢を示すと思われる繁殖管理スコアが高い農場は初回 AI 日数が短く、AI 率、延

べ頭数受胎率、および妊娠率が高くなる傾向にあり、繁殖管理スコアが高いことは分娩間隔短縮につながる

と考えられた。S 市では高齢化が進んでいることや複合経営が多いことなどで発情発見にかける時間が短く、

次回発情日の確認といった個体別繁殖管理が適切に行われていない農場が多いと思われた。そこで農場ごと

図 5　農場別繁殖管理スコアと繁殖成績の相関



─ 37 ─

に全個体の繁殖台帳を新たに作成、発情発見のポイント等を記したリーフレットと共に配布し、繁殖カレン

ダーと合わせた活用を指導した。取り組み後は各農場での繁殖管理に対する意識が向上し、発情発見率が高

くなってきている。初回 AI 日数も 12.2 日の短縮が確認され、今回の取り組みは初回 AI 日数の短縮に有効

であったと考えられる。

　今後とも今回行った指導を継続していき、S 市の分娩間隔短縮、産子数増加を目指し但馬牛増頭計画の一

助となるよう努めたい。

Ⅴ．要約

　分娩間隔延長が問題となっている管内 S 市の黒毛和種繁殖農場 11 戸において、分娩間隔延長の原因を探

るため血液、寄生虫検査および飼養管理調査を行った。血液生化学および血中ビタミン濃度と、分娩間隔と

の間に関連性は見出せなかった。また飼料給与および BCS の結果から、飼養管理が適正な農場は分娩間隔

が短く、給与飼料については不足よりも過剰で分娩間隔が延長する傾向であった。農場の繁殖管理は繁殖成

績に大きく関わり、繁殖管理台帳の記録を整理、活用することが分娩間隔の短縮に有効な方法であると考え

られた。指導後は初回 AI 日数の短縮を認め、今回の指導は農場の繁殖管理に対する意識向上に有効であっ 

た。

引用文献
 1）凾城悦司：成績向上＆経営改善の方程式　式 10　牛のビタミンの必要性、養牛の友、10、66‒70（2014）

 2）青木真理：乳牛の分娩前後の抗酸化能の変化と抗酸化ビタミン給与による繁殖性改善、臨床獣医、30、8、

19‒22（2012）

 3）川島千帆：β‒カロテンと繁殖との関係、牧草と園芸、62、4、1‒5、（2014）

 4）前田陽平、酒井亮：乳牛における乾乳期のβ‒カロテン投与による分娩後の繁殖機能回復、家畜診療、

59、12、763‒767、（2012）

 5）日本飼養標準 肉用牛（2000 年版）、中央畜産会、220

 6）草深芳夫、納敏、一条茂：成牛におけるビタミン AD3E 水溶性顆粒剤投与後の血中濃度、日獣会誌、

43、746‒749（1993）

 7）早瀬文繁：肝蛭を防除し、低コスト化の第一歩としよう、岡山畜産便り、2、（1996）

 8）高橋史昭：東北地方で飼養されている黒毛和種およびホルスタイン種育成牛へのアベルメクチン系薬剤

投与による駆虫とそれによる生産性への波及効果に関する研究、産業動物臨床医誌、5、65‒75（2014）

 9）高橋俊彦：牛の消化管内線虫駆虫の効果、北獣会誌、58、130‒135（2014）



─ 38 ─

Ⅰ．はじめに

　中標津町農協では、体外交雑種胚を用いた胚移植お

よび追い移植を主な不受胎牛対策として活用している。

この不受胎牛対策としての胚移植において、優良血統

牛から採卵した胚を用いることで、不受胎牛対策に加

えて牛群改良効果も期待できると考えられた。そのた

め、当農協では、優良血統牛から農場採卵した胚を積

極的に利用した胚移植を実施している（図 1）。しかし、

この取り組みの有用性に関して、検証を行ってこなかっ

た。そこで、不受胎牛対策および牛群改良の両方の効

果を狙った一連の取り組みの有用性を明らかにするこ

とを目的として、本調査を実施した。

Ⅱ．方法

調査①：農場採卵成績

　平成 25 年 11 月から平成 28 年 7 月までジェネティクス北海道道東事業所の協力を得て、選定した 23 頭（農

場 16 戸）に対して、採卵を実施した。平成 25 年 11 月から平成 26 年 5 月までの採卵牛 6 頭（未経産牛 5 頭、

経産牛 1 頭）の選定は、血統・能力を参考に実施した。平成 26 年 6 月から平成 28 年 7 月までの採卵牛 17

頭（未経産牛 10 頭、経産牛 7 頭）の選定は、SNP 検査による遺伝情報も踏まえて実施した。SNP 検査は家

畜改良センターに依頼した。

　本調査における採卵により回収された胚の数およびランクを調査した。また、比較のために、同時期に当

農協にて実施された 44 頭での採卵成績に関して、回収された胚の数およびランクを調査した。

調査②：胚移植成績

　平成 25 年 11 月から平成 28 年 7 月まで農場 41 戸において、不受胎牛 81 頭（凍結胚 81 頭）および正常牛

35 頭（新鮮胚 3 頭、凍結胚 32 頭）に対して、発情後 7 日目に胚移植を実施した。不受胎牛は、発情周期お

よび生殖器に異常が無く、3 回以上人工授精を行っても受胎しなかった牛と定めた。妊娠判定は、授精後 60

日目に直腸検査および超音波検査により獣医師が行った。また、比較のために、同時期および同農場での4,378

頭の不受胎牛に対する人工授精受胎率を調査した。受胎率の比較は、カイ二乗検定により行った。

調査③：牛群改良評価

　平成 27 年 2 月から平成 28 年 11 月までに本取り組みにより生産された 21 頭（不受胎牛由来 15 頭、正常

図 1　不受胎牛対策および牛群改良の両方の
効果を狙った一連の取り組み

 8．  不受胎牛対策および牛群改良を目指した一連の
取り組み

北海道　○髙橋孝嘉　長崎浩二　佐藤雅之　佐々木尚洋　友貞　直
　桂　百貴　野村啓太　山口輝介　郡司祐貴　丹羽永昌

（中標津町農業協同組合）
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牛由来 5 頭）のうち、5 頭（不受胎牛由来 3 頭、正常牛由来 2 頭）を選抜し、SNP 検査による遺伝情報調査

を行った。遺伝情報の評価は、家畜改良センターから 28 年 8 月に公表されたゲノミック評価結果（表 1）

に基づき、総合指数が上位 15 % 以上の牛を優良次世代牛と定めた。

Ⅲ．結果および考察

調査①：農場採卵成績

　採卵できた正常卵数は 162 個（A ランク 130 個・B ランク 21 個・C ランク 11 個）であった。うち 3 個を

新鮮胚として胚移植に供試し、残りは凍結保存した。1 頭あたりの平均正常卵数は、7.0 個であった。同時

期に採卵を行った他 44 頭での 1 頭あたりの平均正常卵数は 6.6 個であり、本取り組みでの採卵は、当農協

における標準的な採卵成績であったと考えられた。

調査②：胚移植成績

　不受胎牛および正常牛に対する胚移植受胎率およ

び不受胎牛に対する人工授精受胎率を図 2 に示し

た。不受胎牛に対する胚移植と人工授精による受胎

率の間に有意差は認められなかったが（P＝0.20）、

人工授精に比べて胚移植の方が約 8 % 受胎率は高

かった。不受胎牛に対する胚移植受胎率は、授精受

胎率よりも高い数値であったが、不受胎牛への胚移

植頭数が少なかったために、統計的な違いを見出せ

なかったと考えられた。今後、さらに例数を追加し、

不受胎牛に対する胚移植の受胎率改善効果の検証を

表 1　ゲノミック評価結果 
（2016年 8月家畜改良センター）

図 2　胚移植および人工授精受胎率（ET：胚移植、
AI：人工授精）
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行っていく必要がある。

調査③：牛群改良評価

　本取り組みにより産まれた 21 頭の次世代牛の内、SNP 検査を実施した 5 頭の総合指数を表 2 に示した。

内 4 頭の牛が優良次世代牛と判定された。本取り組みにおいて、高い遺伝能力を持った産子の生産に成功し

ていることが明らかとなった。

Ⅳ．まとめ

　本調査により、当農協で実施した一連の取り組みは、不受胎牛対策および牛群改良の両方の効果を得てい

たことが明らかとなった。また、本取り組みの結果を受けて、不受胎牛に対する胚移植の取り組みも当農協

管内で多くなっている。不受胎牛を活用した牛群改良促進の機運も高まっており、当農協では、本取り組み

をさらに発展させていく予定である。本取り組みにより計画的かつ効率良く生産された次世代牛（第二世代）

に対して、同様の農場採卵および胚移植を実施することで、第三世代となる優良次世代牛の生産が可能にな

ると考え、第二世代の優良次世代牛に対する採卵および胚移植を既に実施している。また、当農協管内の多

くの酪農家に本取り組みを拡散し、優良血統牛由来胚の安定供給を中標津町農協全体で行える体制作りも目

標としている。今後も引き続き、酪農家さんのために上記の取り組みを続けていく。

Ⅴ．結論

　不受胎牛対策および牛群改良両方の高価を狙った一連の取り組みは有用であった。

表 2　次世代牛の SNP検査結果
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Ⅰ．はじめに

　私が酪農を営む宮城県松島町は宮城県の中央に位置し、太平洋に面した自然豊かな町です。その松島町に

おいて、酪農家は 20 年程前から当牧場のみとなっており、私が所属する宮城県家畜人工授精師協会仙台支

部全域を含めても、酪農家はおよそ 30 軒です。

　本発表では、当牧場が適正な人工授精の実施や牛群検定に加入したことを契機に、東日本大震災の影響に

より落ち込んだ繁殖成績の改善・向上を目指し、取り組んだ事例とその成果について報告させて頂きます。

　当牧場の概要は表 1 の通りです。

Ⅱ．取り組み背景

　牛群検定に加入する以前から、当牧場では年間分娩頭数をストール数（28 床）のマイナス 1 割である 25

頭以上にすることを目標としていましたが、生乳生産量や繁殖成績については漠然としか把握していません

でした。

　しかし、その意識を変えたのが東日本大震災です。震災以降、流産や早産があったり、発情徴候が不明瞭

になったり、乳質が不安定になるなど、様々なトラブルに悩まされました。これまで培ってきた経験やノウ

ハウが一切通じず、1 頭ごとのコンディションを定期的に把握する必要性を痛感しました。そのため、震災

の翌年、平成 24 年 4 月に牛群検定に加入するとともに、飼養管理の見直しや受胎率向上に向けた取り組み

を行いました。

Ⅲ．牛群検定を利用した飼養管理の見直し

　牛群検定で得たデータを活かし、乳量把握、飼料設計、ビタミン剤投与の見直しに取り組みました。

 1．乳量の把握

　乳量の把握は酪農経営で最も重要なことの一つです。当牧場では長年、個体ごとの乳量を把握するために

オリジナルの乳牛繁殖カードを活用してきました（写真 1）。乳量のほか、授精年月日、分娩年月日や生ま

れた子牛の品種・性別を確認でき、必要な情報をこのカード一枚で得ることができます。

　しかし、牛群検定に加入する以前は 3～4 ヶ月に一度しか乳量を測定していませんでした。検定に加入し

たことで、個体ごとの乳量データを毎月確認することができるようになりました。

表 1　牧場概要（平成 28年 11月現在）

 9．  誰でもできるホルスタイン種分娩間隔 400日で
乳量 1万 kg

宮城県　高橋光浩
（宮城県家畜人工授精師協会仙台支部）
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 2．飼料設計

　当牧場の飼料設計は、獣医師、飼料メーカーとの協議により、泌乳量ごとにメニューを分けています。牛

群検定加入以前は、個体乳量の測定が 3～4 ヵ月に一度だったため、飼料メニューの変更も同様の頻度でした。

検定加入後は、乳牛繁殖カードの乳量をもとに、毎月飼料メニューを変更しています。乳量と飼料メニュー

は、牛の前に掲げる個体ごとのボードに記入しており、従業員間の情報共有を行っています。

 3．ビタミン剤投与

　不定期に行っていたビタミン剤投与は、検定加入と同時に定期的に行うように改めました。繁殖障害の予

防と免疫力向上を目的として、表 2 に示した通りのビタミン剤投与を実施しています。

Ⅳ．受胎率向上に向けた取り組み

　受胎率を向上させるため、以下の取り組みを行いました。

 1．適正な人工授精の実施

　飼養牛全体の発情徴候をチェックしています。朝夕 2 回の発情観察を実施し、また繁殖カレンダーを利用

し、発情予定牛の外陰部の充血、腫脹、粘液状況等を確認しています。

　発情確認後は腟鏡を用いて、粘液および充血の有無、外子宮口の哆
し

開
かい

の程度等を確認しています。直腸検

査で卵巣を触診し子宮の収縮を確認しながら、人工授精を行っています。精液注入時は腟鏡を用い、シース

管を外子宮口にあてがうことで、授精時間の短縮と腟内を傷つけない配慮をしています。また、凍結精液ス

トローの融解には温度計とタイマーを用い、38℃で 15 秒を厳守するとともに、人工授精の際はシース管に

カバーを装着する等、人工授精の基本に忠実に実施しています。

写真 1　乳牛繁殖カード

表 2　ビタミン剤投与



─ 43 ─

 2．繁殖検診と受精卵移植（ET）

　牛群検定加入以前は、妊娠診断する牛がある程度まとまったら、獣医師の検診を受けていましたが、加入

後は 2 週間ごとに必ず検診を受けています。妊娠診断のほか、分娩後 30 日を過ぎた牛はフレッシュチェッ

クを行い、初回授精に向けた子宮の回復具合の把握に重点を置きました。その結果、分娩後 90 日までには、

ほぼ全ての牛に人工授精または受精卵移植（ET）を行うことができるようになりました。

　ET は繁殖検診をお願いしている獣医師に依頼しています。ET を行うのは、発情後出血を確認した場合 

か、排卵同期化処置法（シダーシンクプログラム）を実施した場合で、その比率は半々です。シダーシンク

プログラムによる ET スケジュールは図 1 の通りです。

　また、当牧場では繁殖状況カードを活用しています（図 2）。1 頭ごとにカードを準備し、分娩年月日や授

精・移植年月日等の繁殖状況を色つきのテープを用いて記入しています。色つきのテープを使用することで、

視覚的に牧場全体の繁殖状況を確認することができます。

Ⅴ．結果

　上記の取り組みを実践したことで、繁殖成績や生乳生産成績に改善が見られました。

 1．平均分娩間隔・経産牛 1 頭当たりの年間産乳量

　平成 26 年以降、平均分娩間隔は 400 日以下に短縮しました（図 3）。また経産牛 1 頭当たりの年間乳量は、

平成 25 年から増加し、27 年は 1 万 kg を超えました。

図 1　シダーシンクプログラムによる ETスケジュール
※ CIDR：腟内留置型プロゲステロン徐放剤、PG：プロスタグランジン F2α、  

GnRH：性腺刺激ホルモン放出ホルモン

図 2　繁殖状況カード
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 2．年間分娩頭数・出生子牛の品種と内訳

　前述の通り、当牧場では年間分娩頭数の目標を 25 頭以上としています。平成 28 年の分娩頭数は表 3 の通

りです。この表は牛舎にも掲示しており、当該月の分娩頭数をすぐに確認できるようにしています。当牧場

では、ホルスタイン種の雌雄判別精液を利用することで、後継牛を確保しています。また、黒毛和種の受精

卵移植にも力をいれています。宮城県においては受精卵和牛スモール市場が開催されているため、酪農家が

黒毛和種を高値で販売することが可能になっています。

 3．牛群検定成績ランキング上位を目指して

　牛群検定に参加したことは、繁殖成績を改善する契機になっただけでなく、私自身のやる気を引き出して

くれました。私が加入している県南乳用牛群改良組合では、独自の取り組みを行っており、検定成績が半年

ごとにランキング形式で発表されます。私は繁殖ランキングでベスト 5 入りを目指しており、2015 年 6 月

は目標を達成することが出来ました（表 4）。今後は、乳量・乳成分ランキングを含めた全項目でベスト 5

入りを目指したいと思っています。

Ⅵ．今後の取り組み

　安定的な酪農経営を継続するためには、後継牛の確保が最優先であることに変わりはありません。今後 

は、長命性、繁殖性、産乳成績に優れた、より質の高い後継牛の確保を目的として、ゲノミック評価法を取

り入れた受精卵移植を活用する予定です。

図 3　平均分娩間隔及び経産牛 1頭当たりの年間産乳量
※ 1～12 月の牛群検定結果より算出。ただし、平成 24 年の平均分娩間隔は 4～12 月の検定結果より算出。

表 3　平成 28年　出生［予定］子牛の品種と内訳（平成 28年 11月 30日現在）
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　また、経営の柱となっている黒毛和種の受精卵移植にも、さらに力を入れていくつもりです。そのため、

黒毛和種受精卵の自家生産を目的として、昨年 8 月に生まれ、遺伝的に優れた黒毛和種のメスを供胚牛とし

て保留し、自家育成を開始しました。当牧場において、初の黒毛和種の飼育を実現することができたのは、

繁殖成績の改善に取り組み、安定的な後継牛の確保が可能になったためです。

Ⅶ．まとめ

　当牧場では牛群検定を活用した飼養管理の見直し、さらに繁殖管理を徹底することで、繁殖成績を改善す

ることができました。しかし、新たな試みを取り入れたわけではなく、酪農経営に取り組む姿勢を正しただ

けです。1 頭ごとの産乳量や繁殖状況を定期的に把握し、牛のコンディションを保つことに力を注ぐことが

繁殖成績の向上につながります。私が実践したことは、乳量を把握し、個体ごとに乳量に応じて必要な餌を

与え、繁殖検診とビタミン剤投与を定期的に行い、正しい手順で人工授精を実施しただけで簡単なことです。

今後は、日頃お世話になっている酪農組合や牛群検定組合の皆様に、私の取り組みを経営モデルとして提案

するなどして、地域全体のレベルアップに貢献していきたいと考えています。「ホルスタイン種分娩間隔

400 日で乳量 1 万 kg」、誰でもできます。

表 4　宮城県県南　2015年牛群検定成績ランキング
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Ⅰ．はじめに

　私は、香川県の中部に位置する「まんのう町」で

酪農を経営している。飼養頭数は、乳用種経産牛

300 頭、育成牛 50 頭、子牛 40 頭であり、黒毛和種

の繁殖雌牛も 25 頭飼養している。

　飼料作物の作付面積は 20 ha で、夏はデントコー

ンやスーダン、冬はイタリアンライグラスを栽培し

ている（写真 1）。

　労働人数は、私を含む家族 3 名、正社員 8 名、ア

ルバイト 4 名、外国人研修生 7 名の計 22 名である。

　私の農場では、妊娠牛の実頭数を増やすために繁殖成績の向上を目指し様々な目標を定め、目標達成に向

けての取組を実施しているので報告する。

Ⅱ．材料と方法

 1．目標の設定

　1）発情発見率、妊娠率及び延頭数受胎率

　妊娠牛の実頭数を増やすため、繁殖の基

本となる発情牛をいかに見つけるか、いか

に人工授精での受胎率を高めて、妊娠率 

（発情発見率×受胎率）の向上に結びつけ

ていくかに重点を置き、発情発見率、妊娠

率及び延頭数受胎率にそれぞれの目標を定

めた（表 1）。

　2）分娩後の初回授精日及び 3 回までの

授精日数

　分娩後の初回授精日の目標を 50 日として人工授精を実施するとともに、分娩後 3 回までの授精を分娩後

150 日までに完了することとした。

　3）平均乾乳日数及び平均分娩間隔

　平均乾乳日数の目標を 60 日、平均分娩間隔の目標を 385 日と定めた。

 2．取組内容

　1 で設定した目標を達成するため、従業員の教育に次のように取り組んだ。

　現在、5 名が人工授精を実施している。経験の少ない従業員に技術を教えるため、と畜された牛の子宮を

使用し、従業員への人工授精の演習を実施した（図 1）。精液注入器を子宮頸管へ通すことができたら、実

写真 1　森末牧場

表 1　発情発見率と妊娠率の目標

 10．  目標設定と従業員教育で繁殖成績の向上を目
指して

香川県　森末雅美
（香川県家畜人工授精師協会　仲多度支部）
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際に繁殖を中止した牛で演習させた。演習後は、農場飼養牛の発情発見に心がけさせ、発見した場合は経験

如何にかかわらず、人工授精をさせている。

　また、私を含む、従業員別に受胎率を数値化して、目標意識を持たせるために結果をフィードバックして

いる（表 2）。

Ⅲ．結果

 1．発情発見率、妊娠率及び延頭数受胎率

　直近の 1 年間（平成 27 年 10 月～平成 28 年 9 月）の発情発見率、妊娠率及び延頭数受胎率の結果は図 2

に示す通りであった。

図 1　子宮を使っての人工授精の演習

表 2　従業員別の受胎率

図 2　発情発見率、妊娠率及び延頭数受胎率
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　発情発見率については目標の「優」（65 % 以上）を達成した月は 5 回、「良」（60～60 % 未満）が 5 回、 

「可」（55～60 % 未満）が 1 回であった。

　妊娠率については、目標の「優」（22 % 以上）を達成した月は 7 回、「良」（20～22 % 未満）が 1 回、「可」

（18～20 % 未満）が 2 回であった。

　延頭数受胎率は、34.6 % であった。

 2．分娩後の初回授精日及び 3 回までの授精日数

　分娩後の初回授精は、45～55 日で多く実施され、75 日を超えて授精された牛は少なかった（図 3）。分娩

後 2 回目の授精が 50～70 日、3 回目までの授精が 65～90 日で多く実施され、ほとんどの牛への授精が分娩

後 150 日までに完了していた（図 4）。

図 3　分娩後の初回授精日の分布

図 4　分娩後 3回までの授精と分娩後日数
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 3．平均乾乳日数及び平均分娩間隔

　平成 27 年 11 月から平成 28 年 10 月までの 1 年間の平均乾乳日数は、57～60 日で推移しており、目標で

ある 60 日を達成できていた。同期間の平均分娩間隔は、388～398 日で推移しており、目標である 385 日は

達成できなかった（図 5）。

Ⅳ．考察

　私の農場では、妊娠率を高めること、すなわち妊娠牛の実頭数を増やすことを最も重要視している。従業

員に対し、できるだけ多く発情牛を見つけることを指導し、従業員それぞれが各自の受胎率を確認すること

で目標意識を持ち、技術の研鑽をするよう指導している。その結果、発情発見率、妊娠率ともに目標の「良」

以上の達成率が高く推移している。

　延頭数受胎率については、目標である「35 % 以上」は達成できなかったものの、目標に近い 34.6 % であっ

た。

　分娩後の初回授精は目標である 50 日をピークとして実施できている。平均乾乳日数は目標を達成できて

おり、都府県の全国平均である 64 日（平成 27 年度乳用牛群能力検定成績より）よりも短く推移している。

平均分娩間隔は、目標である 385 日は達成できていないものの、都府県の全国平均である 443 日（平成 27

年度乳用牛群能力検定成績より）よりも短く、400 日以内で推移している。

　今後は、設定した目標に近づくために、現在実施している人工授精技術の研鑽等の従業員教育の取組みに

加え、自給粗飼料を分析して飼料設計を見直す等、受胎できる牛群にするための栄養管理にも重点を置いた

取組みをしていきたい。

Ⅴ．要約（結論又はまとめ）

　繁殖成績の向上により妊娠牛の実頭数を増やすために、次の目標を設定した。

　発情発見率は 55～60 % 未満を「可」、60～65 % 未満は「良」、65 % 以上を「優」、妊娠率は 18～20 % 未満

を「可」、20～22 % 未満を「良」、22 % 以上を「優」、延頭数受胎率は 35 % 以上、分娩後の初回授精日は 50 

図 5　平均乾乳日数及び分娩間隔
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日、分娩後 3 回までの授精日数は 150 日以内、平均乾乳日数は 60 日、平均分娩間隔は 385 日とした。

　目標達成のために、従業員に人工授精技術研鑽のための演習を実施し、より多くの発情発見と人工授精を

実施させた。

　直近 12 カ月の結果は、発情発見率は「優」の達成月が 5 回、「良」の達成月が 5 回、妊娠率は「優」の達

成月が 7 回、「良」の達成月が 1 回、延頭数受胎率は 34.6 %、分娩後の初回授精日は目標である 50 日をピー

クとし、ほとんどの牛への授精が分娩後 150 日までに完了した。平均乾乳日数は 57～60 日で推移し、目標

を達成した。平均分娩間隔は 388～398 日で推移し、目標の 385 日は達成できなかった。
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Ⅰ．はじめに

　計根別農協ではすべての受精卵移植にヤマネテック社製の YT ガンを使用しており、今回はヤマネテック

社から試作品として提供された改良型のカテーテルカバー（以下、改良カバー）を装着して受精卵移植を行

ない、従来品のポリエチレンチューブカバー（以下、ポリカバー）と比較して改良カバーは受胎率向上に有

効かどうかを検証した。

　図 1 には平成 20 年度から 27 年度の計根別農協の受精卵移植の受胎率の推移を示した。これらは体外受精

卵、体内受精卵、ホルスタイン受精卵、黒毛和種受精卵および交雑種受精卵の新鮮卵、凍結卵すべてを含ん

でいる。平成 20 年度から 22 年度まではカスー式のブルーシース管を使用しており、23 年度から 25 年度ま

ではモ 4 号を使用し、26 年度から現在まで YT ガンを使用している。YT ガンの使用は受胎率向上に有効で

あった。

　しかし、モ 4 号や YT ガンに付属されているポリカバー（写真 1）の使用感には移植技術者より、多数の

改善点が指摘されている。一つ目は、ポリカバーの素材性やレシピエントの膣圧によってカバーが移植器や

膣壁に張り付き、仮止めの突き抜けが判りにくい場合があること。二つ目は、ポリカバーの先端の幅の広さ

によって挿入の困難なことがあり、強く押し込むと挿入直後に仮止を突き抜けることがあること。三つ目は、

突き抜け後のカバー残渣が移植器に張り付くことがあり、そのまま子宮内に持ち込み、細菌を中に入れてし

図 1　計根別農協における受精卵移植受胎率の推移

写真 1　ポリカバー　　　　　　　　　　　　写真 2　改良カバー

 11．  YTガンの改良カバーは受精卵移植成績の向
上に繋がる

北海道　○中條匡晃1）　小川岳志1）　久本晃大1）　小笠原佑太1） 
外舘翔太1）　田村慎吾1）　森脇拓也1）　小林央知1） 

星野洋平1）　佐々木　完1）　萱岡　智1）　山根誠一2）

（1）計根別農業協同組合，2）株式会社ヤマネテック）
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まう可能性も考えられることである。

　今回我々は、ヤマネテック社が YT ガンの使用感を改善するために作製した改良カバー（写真 2）を提供

されたので、計根別農協管内において受胎率調査を行ない、改良カバーが受胎率向上に有効かどうか検証し

たので報告する。

Ⅱ．材料および方法

　試験期間は平成 27 年 1 月 2 日～3 月 31 日の 3 カ月間とし、計根別農協管内で飼養され、受精卵移植を行っ

たホルスタイン種 218 頭を対象とした。移植器具はヤマネテック製の YT ガンを使用し、試験区に改良カバー

を、対象区にポリカバーを使用し、試験区と対象区の受精卵移植成績を比較、検証した。移植後はすべての

個体に対して畜主と共に受胎の有無を確認した。統計処理はχ2 検定で行なった。

　改良カバーは滅菌済みのパックに一本ずつ入っており、プラスチック製の柔らかいシース管のような素材

で滑らかに膣内に挿入できる。手前に二つの切込みがあり、内側の切込みに YT ガンを入れ、奥まで装着す

る。膣に挿入後、先端の切込みと内側の切込みを引っ張り、YT ガン先端を突出させる。先端は十字スリッ

トになっており、YT ガン先端への汚れの付着を防ぐ仕組みになっている（写真 3）。

Ⅲ．結果

 1．体内受精卵・体外受精卵における受胎率の比較

　体内受精卵では改良カバーで 64.6 %、ポリカバーで 39.7 % と改良カバーで有意に高い受胎率を示した 

（p＜0.01）（図 2）。体外受精卵においても改良カバーで 47.1 %、ポリカバーで 17.2 % と、こちらも改良カバー

で有意に高い受胎率を示した（p＜0.01）（図 2）。この時期の体外受精卵の受胎は全体的に低い傾向にあった

が、改良カバーにおいては受胎率が下がることはなかった。

 2．未経産牛および経産牛における受胎率の比較

　未経産牛では改良カバーで 67.4 %、ポリカバーで 41.5 % と改良カバーで有意に高い受胎率を示した（p＜

0.05）（図 3）。

　経産牛においても改良カバーで 50.7 %、ポリカバーで 27.9 % と、こちらも改良カバーで有意に高い受胎

率を示した（p＜0.01）（図 3）。

写真 3　改良カバーの使用方法
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 3．受精卵の品種（ホルスタイン種・黒毛和種および交雑種）における受胎率の比較

　ホルスタイン種受精卵では改良カバーで 54.8 %、ポリカバーで 34.3 % と改良カバーで高い傾向の受胎率

を示した（p＜0.01）（図 4）。黒毛和種および交雑種受精卵においても改良カバーで 58.1 %、ポリカバーで

32.8 % と、こちらも改良カバーで有意に高い受胎率を示した（p＜0.01）（図 4）。

図 2　体内・体外受精卵移植における受胎率の比較

図 3　未経産牛・経産牛における受精卵移植受胎率の比較

図 4　受精卵の品種（ホルスタイン種・黒毛和種および交雑種）における受胎率の比較
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Ⅳ．まとめ

　以上の結果から、受精卵やレシピエントの違いに関わらず改良カバーを使用することで受胎率が有意に向

上した。改良カバーは、使用感がよく挿入がスムーズであり、先端が十字スリットになっていることで汚れ

を入れてしまう可能性は極めて低いと思われ、受胎率向上に有効であると考えられる。また、ポリカバーで

は、消毒を行なっていたとしても知らず知らずの間に少なからず陰部付近の汚れを膣の奥まで入れてしまい、

受胎率を低下させている可能性も考えられる。

　今回の結果で、受精卵移植の際の使用感の改善は受胎率向上に重要であること、ポリカバーを使用してい

ても無理に強く挿入せず、陰部の十分な消毒を行ない、汚れを一切入れない努力が重要であると再確認した。

また、カバーの差し替えの手間を省くため、YT ガンと改良カバーの一体化も望まれる。現在、さらに、改

良カバーの先端の十字スリット部分を柔らかく改良中であり、試作品の完成次第、受胎試験を行なっていく

予定である。
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Ⅰ．はじめに

　福島県の酪農は、東日本大震災に伴う原発事故により被害を受け、その影響は長期に亘り、生産基盤を脆

弱化させ、酪農に於ける復旧・復興を今日も遅延させている。

　生産基盤脆弱化は、警戒区域の酪農家の休業と淘汰による乳牛の減少、計画的避難区域の酪農家の休業と

乳牛の避難による頭数減少、放射性物質検出による全県生乳出荷停止に起因する早期乾乳や配合飼料減給に

よる泌乳抑制の政府指示に原因し、全国的な高齢化に伴う酪農家の廃業が拍車をかけた。

Ⅱ．福島県内の対応

　原発事故被災後、福島県及び各酪農組織は、乳牛の県外導入により生産基盤の回復を図るも、資源不足に

よる初妊牛価格の高騰や福島県導入者買参情報による市場価格の上昇により、導入牛確保が図れない状況と

なっていた。

　被災後の受託乳量は、表 1 に示すような状況で伸び悩んでいた。その要因は表 2 に示すように再開又は新

規酪農家は無く出荷戸数の増加が無いこと、表 3 に示すように乳量維持の為の経産牛は確保されているが、

今後の生産基盤となる初妊牛や育成牛が枯渇して生乳生産が減ることはあっても増えない状況となっている

表 1　受託乳量の変化（t）

小野町地区はその後、県酪農協に合併

表 2　県内酪農状況の変化（出荷戸数）

（　）内は震災前比
小野町地区はその後、県酪農協に合併

 12．  福島県における生乳生産基盤回復目的の性選
別精液利用

福島県　鈴木真一
（福島県酪農業協同組合）
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ことであった。

　導入牛確保が図れない状況から、導入以外の方策の必要性に迫られ、平成 24 年、福島県が中心となり県

内各酪農機関と協議し、導入対策と並行して性選別精液を利用した増頭対策によって、平成 25 年度より協

力して生乳生産基盤回復を図ることとした。

Ⅲ．性選別精液授精奨励

　協議の中で、育成牛に雌性選別精液を授精すれば、増頭に起因する初妊牛数となり、導入が加われば大き

な増頭要因となると判断し、更に経産牛への黒毛和種受精卵移植や黒毛和種授精の推奨により副生産物収入

の増加となり、性選別精液授精が良好な成績と成らずとも高額な導入牛確保資金となると試算した。

　福島県は、事業の周知・啓蒙・普及を念頭に平成 25 年度からの 3 カ年の事業として性選別精液に関する

講習会の実施や奨励金の交付を決定し、各酪農機関も追随し、福島県の性選別精液授精奨励事業を推進する

とともに独自で奨励を行った。

　県酪農協では、表 4 のように平成 20 年度に所属の獣医師のみで行った実験的なホルスタイン種雌性選別

精液授精結果で、明瞭な発情の選択と正しい手技により約 40 % の受胎率を得ており、それを基に性選別精

液授精に対する奨励策を実施し、表 5 のとおり実施頭数は倍増した。これらのデータは、県に於ける奨励策

制定の基となった。

表 3　県内酪農状況の変化（飼養頭数）

（　）内は震災前比
小野町地区はその後、県酪農協に合併
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　県酪農協は、原発事故により平成 23 年度途中中止となった奨励策の継続と考えて、主催事業や会報によ

る積極的な周知や講習会開催により啓蒙を図り、全農福島県本部も積極的な周知を行った。

Ⅳ．奨励結果（平成 27年度は一部集計中につき途中経過）

 1．事業実施数

　表 6 に示すとおり 3 カ年間の平均は、件数では 1,000 件を超え、実施農家戸数も 100 戸程度で変化なく、

合計は事業件数では 3,147 件、実施農家数では 166 戸であった。

　事業実施数階層別農家戸数は、表 7 のとおり農家による実施数はバラつきが多く、年間実施実績 1 件の農

家が 3 年目でもあり、性選別精液の理解に対する啓蒙不足があったが、和牛 F1 や ET 和牛の初生牛価格の

高騰やホルスタイン雄子牛の高市場価格も事業実施に対し逆風となった。

 2．授精実績

　事業実績は、各年度 1,000 件を上回っていたが、性選別精液の精子数が一般精液の 1/10 であることから、

一発情期に於いて複数本精液を注入し注入精子数を増加させる方策が多く実施され、表 8 のとおり実際の授

精実施頭数は事業実施数を大きく下回った。

　授精実施数は、812 件から 965 件と年度毎に微増し、性選別精液を理解している農家が継続的に利用した

結果となった。

表 5　酪農協ホル種雌性選別精液授精奨励事業実績

福島県酪農業協同組合性判別精液授精助成事業報告より

表 6　奨励事業実績

福島県生産基盤回復円滑化性判別精液授精利用事業より

表 4　県酪農協実験的ホル種雌選別精液授精結果（H20年度実施）

福島県酪農業協同組合性判別精液授精助成事業報告より
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　性選別精液供給元では、複数本注入しても受胎に差が無いと周知しているにも関わらず、表 9 に示すとお

り、平成 25 年度は、注入精子数を増加させる為多くの農家で 2 本注入する複数本注入が 219 回実施された。

　受胎率への顕著な効果がないことを前年経験し、平成 26 年度は、回数は減少したが 3 本注入、4 本注入

の実験的な多本数注入も行われた。平成 27 年度は、受胎率への効果のなさから大幅に実施数が減少し、発

情が長引いた場合の追い授精時に多く実施された。

 3．受胎率

　1）農家受胎率

　実数による農家受胎率は、表 10 のとおり 26 % から 30 % で 3 カ年計では 28 % であったが、表 11 に示す

とおり授精実施数が少ない農家が多く、受胎率 0 % の農家が多数を占める一方、100 % の農家も多数存在し、

大きなバラつきがみられた。

　授精回数が少ない農家を除いた授精回数 25 % タイル以上の農家を対象とした場合には、受胎率は 26 % か

ら 29 % で 3 カ年計では 27 % となり、受胎率階層別農家件数でのバラつきも少なく、平均受胎率前後の農家

数が多くなっており、ある程度の授精回数を実施すれば平均に近い受胎率が得られるようであった。

　25 % を上回る受胎率は、一般精液授精による受胎率が減少している現状を考えれば、良好な成績と言え

表 8　授精頭数　（　）内は戸数

表 9　多本数注入授精回数層別実施農家戸数

表 7　事業実施数階層別農家戸数（戸）
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るが、農家による差が大きく、個々の農家に対応した授精を多く実施する必要があると考える。

　2）授精師受胎率

　3 カ年間で授精実施授精師は 108 名で、表 12 に示すとおり平均受胎率付近の人数が多いが、実数ではバ

ラつきが大きく、受胎率 0 % や 100 % に多くの人数が存在し、授精回数 25 % タイル以上ではとバラつきは

少なく、極端な受胎率の人数は大幅に減少し、多くの授精経験が受胎率向上に関与すると示唆された。

　また、表 13 に示す通り平均授精回数である 47 回以下の授精師が 90 % を占め、3 カ年間で授精経験 1 頭

の授精師が 15 名を数え、性選別精液の知識や手技等が懸念され、受胎率に関与していると考える。

　3）複数本注入授精受胎率

　表 14 で示すように複数本注入授精受胎率が単本注入授精受胎率を上回ることは無く、性選別精液供給元

表 10　農家受胎状況　（　）内は授精回数 25 %タイル以上

表 11　受胎率階層別農家戸数　（　）内は授精回数 25 %タイル以上

表 12　受胎率階層別授精師人数　（　）内は授精回数 25 %タイル以上

表 13　授精回数階層別授精師人数
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の情報と合致しており、適期授精ならば単本注入で良いことが示され、受胎を精子数でカバーするのではな

く、深部注入など他の方法で補完することが重要であると考える。

　平成 27 年度の複数本注入授精は、発情徴候延長による追い授精が多く、極端に受胎率が低下しており、

良好発情での授精や適期授精の必要性を示唆していると考える。

Ⅴ．周知啓蒙活動

　この奨励対策については、パンフレット配布や通知物への情報掲載、福島県酪農協主催事業時の専用ブー

ス設置などを行い、各年度第 3 四半期に研修会を開催し、授精者だけでなく農家も参集し、講師を招き性選

別精液の特徴や特性、授精に於ける手技や注意点を説明し、優良事例や実施状況等の報告、ディスカッショ

ン等も行い周知啓蒙に努めた。

　更に、福島県酪農協では、平成 26・27 年度に於いて屠体雌生殖器を用いた実技実習を行い、各種深部注

入器の実演や使用体験を行い、手技取得の一助とした。

Ⅵ．まとめ

　奨励事業により未利用者や受胎率の面から躊躇していた農家の授精があり、奨励が授精実施の基になった

例もあり、周知啓蒙は達成したと考える。

　和牛 F1 や ET 和牛市場価格の高騰から、周知啓蒙の度合からは普及が感じられなかったが、当奨励事業

終了後に各組織にて新たな性選別精液関連事業を実施しており、事業目的は達成できたと考える。

表 14　複数本注入授精受胎率（%）
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Ⅰ．はじめに

　近年、乳牛の飼養規模拡大により発情発見率が低下している。そのため全国の平均分娩間隔が、昭和 63

年には 390 日であったものが、平成 25 年には 437 日と 26 年間で 47 日も延長している。このことが平均産

次数を低下させ、大きな経済損失となり問題となっている。発情発見が困難となっている要因の第一は、多

頭飼育農場での作業が専業化していることで、発情観察要員と発情観察時間が十分に確保されないことにあ

る。第二に、牛側の要因として発情徴候の微弱、発情持続時間の短縮があり、原因として高泌乳牛のステロ

イドホルモンの肝代謝が早いことが挙げられている。その対策としてオブシンク等の定時授精が行われ、効

果については未だ不明で処置費用は増大している。今日、ロボット搾乳機の導入が進み、歩数計に関する報

告は散見されるが、アクティビティによるものは見当たらない。今回、従来販売されている歩数計と新たな

アクティビティによる発情発見率の違いが、実際の農場での繁殖管理の指標である牛群検定成績および経済

効果に違いがあるかを比較し、繁殖成績向上に寄与するか検討したので報告する。

Ⅱ．材料と方法

　試験には栃木県内の A 牧場、搾乳ロボット MIone、2BOX（GEA オリオンファームテクノロジー社製）、

76 頭飼養フリーストール、パスチャーマットベット、自動給餌装置、スクレーパー除糞牛舎を使用した。

　歩数計試験では、ホルスタイン経産牛 54 頭の 1 脚に歩数計、カウスカウト脚用（同社製）（図 1）を供し 

行った。これは歩数を活動量として感知するものである。一方、アクティビティ試験ではホルスタイン経産

牛 70 頭を用い、首ベルトに装着するアクティビティ、カウスカウト首用（同社製）（図 2）を供した。これ

は内蔵するセンサーにより、動く方向、大きさ、および速度を活動量として感知するものを供した。

　データの収集については、歩数計では搾乳場入口ゲート通過時に歩数を受信し、パソコンの繁殖円盤カレ

ンダー上に過去 7 日間の平均歩数より 4 % 増加で発情疑い（白色点滅）、5 % 以上増加で発情警告（黄色点滅）

となる。アクティビティにおいては、5 分毎に牛舎に設置されたレシーバーで読み取り、15 分毎に本体であ

図 1　歩数計脚用 図 2　アクティビティ首用

 13．  乳牛の繁殖成績向上におけるアクティビティ
の有用性の検討

栃木県　○原田宗範　北山しおり　内山史一　磯日出夫
（磯動物病院）
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るパソコンにデータが送られる。これは、「においを嗅ぐ」「顎のせ」の活動量の変化を計測している。この

行動が 2 時間続いたら 1 インターバルとし、2 インターバルで発情注意として時間経過の折れ線グラフ上に

青丸で表示され、3 インターバル以上で発情警告として赤ダイヤ印で表示される。実際の発情時には活動量

が約 30 % 以上増加する。両者の「発情注意」および「発情警告」のデータはモバイル端末で受信した。

　試験期間は、歩数計試験 18 ヵ月後にアクティビティ試験 18 ヵ月間行った。試験項目は牛群検定成績にて

繁殖状態、分娩後 35 日以降の治療履歴から繁殖治療成績および経済損失を比較した。また、観察およびエ 

コー検査により発情の有無、発情見逃し（排血）および胚芽死・流産についても行った。両者の比較には

t‒検定を用いた。

Ⅲ．結果

　牛群検定成績における、歩数計とアクティビティの比較では、それぞれ分娩間隔 471.6、447.7、乾乳日数

79.3、55.2、搾乳日数 217.3、188.8、分娩後初回授精日数 79.8、64.1、授精回数 3.06、3.72、空胎日数 190.9、

175.1、平均産次数 2.74、2.71、乳量 28.8、30.0 であり、乾乳日数、搾乳日数、分娩後初回授精日数、授精回

数および空胎日数に有意な差がみられた（表 1）。

　繁殖治療成績ではそれぞれ歩数計 164（平均 3.04/ 頭）回、アクティビティ 176（平均 2.51/ 頭）回であり、

平均繁殖治療回数は歩数計が 0.53 回多かった（表 2）。

表 1　牛群検定成績の比較

＊有意差あり（危険率 5 %）

表 2　繁殖治療成績の比較
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　分娩間隔延長等による経済損失も歩数計では 24,695 千円、アクティビティ 19,904 千円であり、その差は

479 万円 / 年間であった。この金額はアクティビティ導入費 400 万より高かった（表 3）。

　発情を感知しなかった頭数は歩数計で 41、アクティビティ 4 であり、発情見逃しは歩数計の方が多く、

高齢牛および蹄病などの運動器疾患羅患牛に顕著にみられた（表 4）。

　胚芽死流産の検出の比較では、歩数計の感知率 68.8 %、アクティビティ 92.3 % であり、流産においては、

両者 100 % 感知したが、授精 40 日以内の胚芽死では歩数計 58.3 %、アクティビティ 89.4 % であり、アクティ

ビティの方が高かった（表 5）。

Ⅳ．考察

　今回の試験結果から、乳牛の繁殖成績向上を目的として、アクティビティを利用することで、授精回数は

増えるものの、分娩間隔の短縮がみられたこと、発情の見逃しが減少すること、繁殖治療回数が減少するこ

と、および経済損失を減少させたことから、一年でアクティビティ導入費用を上回る効果が得られるもので

あった。特に発情発見率においては、圧倒的に首で感知するによるアクティビティ首用の方が勝っていた。

また流産に対する感度は同等であるが、胚芽死の検出はアクティビティ首用が高かった。

表 3　経済損失の比較（年間）

参考：アクティビティ導入費 4,000 千円

表 4　発情見逃しの比較

表 5　胚芽死・流産検出の比較
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　また、歩数計の発情検出率が低かった理由として、歩数計は歩く動作に対して反応するもので、歩きたが

らない高齢牛および蹄病羅患牛は歩数回数の増加がないことによるものと考えられた。

　よって、今後アクティビティは発情発見率の低下牛群、繁殖成績低下牛群および高齢牛や蹄病羅患牛が多

い牛群には必須のアイテムであると考えられた。

Ⅴ．結論

　近年の IT 技術は、先端酪農の支援アイテムとして必須のものとなっている。酪農現場で実際に発情観察

には時間と労働力を必要とするが、アクティビティは、モバイルにより場所を選ばず 1 日数分間の操作で発

情牛を発見し、発情発現からの経過時間、発情持続時間、発情の強さおよび卵胞からの排卵のタイミングも

正確に表示される。よって、授精タイミングも同調させることができる。このことは人工授精による妊娠率

の向上だけでなく、優良精液や性選別精液の有効利用および受精卵移植にも応用することができるものと考

えられる。また、今日増え続けるエコーによる早期妊娠診断後の胚芽死牛の検出にも有効であると考えられ

た。

　したがって、アクティビティを導入することが繁殖成績向上と経済的効果をもたらし、酪農経営安定化に

つながるものと考えられた。
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Ⅰ．はじめに

　近年、乳牛における夏季の人工授精（以下 AI）による受胎率は気温の上昇に伴い低下している1）。以前、

私たちは体温が 39.5℃以上の乳牛に AI を実施した場合の受胎率は顕著に低下することを報告した2）。

　また胚は授精後 2 日目の 4 から 8 細胞期に最も暑熱感作の影響を受けるが3）、発育ステージの進んだ胚で

は暑熱感作の影響が少ないので、胚移植（以下 ET）は夏季の受胎率向上に効果があるといわれている4）。

そこで夏季の AI・ET 時における直腸検査前の乳牛の体温を測定し、体温と受胎率の関係を調査し、暑熱

時に ET を実施した場合の有用性について検討した。

Ⅱ．材料および方法

 1．試験期間：2015 年 7 月から 9 月。

 2．調査対象：県内 217 戸で飼養されている乳用種、経産牛 609 頭および未経産牛 58 頭。

 3．調査項目：AI・ET 時の体温、凍結胚か新鮮胚か、妊娠診断（直腸検査）。

 4．調査方法：AI・ET 依頼牛の直腸内体温を直腸検査前に測定し 39.5℃未満と 39.5℃以上に群分けし延頭

数受胎率（以下受胎率）を比較した。凍結胚と新鮮胚についても同様に比較した。統計解析はχ二乗独

立性の検定またはフィッシャーの直接確率法を用いた。

Ⅲ．成　績

 1．AI・ET 別の受胎成績

　AI の受胎率は経産牛で 29.3 %（152/518）、未経

産牛で 45.8 %（22/48）であった。経産牛に比べ未

経産牛が有意に高くなった。ET の受胎率は経産牛

で 29.7 %（27/91）、未経産牛で 50.0 %（5/10）であっ

た。未経産で高い傾向がみられた。（表 1）。

 2．AI・ET の体温別の受胎成績

　AI の体温別受胎率は 39.5℃未満で 33.1 %（164/ 

495）、39.5℃以上で 14.1 %（10/71）であった。AI

の体温が 39.5℃以上の群が 39.5℃未満の群に比べ有

意に受胎率が低かった。

　ET ではそれぞれ 35.2 %（25/71）、23.3 %（7/30）

であった。体温が 39.5℃以上では、AI より ET の

方が受胎率は高い傾向であった（表 2）。

a‒b：有意差あり（p＜0.05）

表 1　AI・ET別の受胎成績

表 2　AI・ETの体温別の受胎成績

a‒b：有意差あり（p＜0.01）

 14．  乳牛における夏季の受胎率向上に向けた胚移
植の検討

千葉県　○増戸弘典　中村友彦　佐藤弘泰　兼重恵理　飯島　恵
　森　清之　高橋幸一　額田聡子　高梨義教

（ちば NOSAI 連）
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 3．未経産牛における AI・ET の体温別の受胎成績

　未経産牛の AI の体温別受胎率は 39.5℃未満で 46.7 %（21/45）、39.5℃以上で 33.3 %（1/3）であった。ET

ではそれぞれ 55.6 %（5/9）、0.0 %（0/1）であった。受胎率に有意な差は認められなかった。未経産牛では

AI・ET を実施した 58 頭の中で体温が 39.5℃以上だった個体は 4 頭しかいなかった（表 3）。

 4．経産牛における AI・ET の体温別の受胎成績

　経産牛の AI の体温別受胎率は 39.5℃未満で 31.8 %（143/450）、39.5℃以上で 13.2 %（9/68）であった。

ET ではそれぞれ 32.3 %（20/62）、24.1 %（7/29）であった。AI の体温が 39.5℃以上の群が 39.5℃未満の群

に比べ有意に受胎率が低かった。ETでは体温による受胎率の差は認められなかった。体温が39.5℃以上では、

AI より ET の方が受胎率は高い傾向であった（表 4）。

 5．39.5℃以上で AI から ET に変更した個体成績（経産牛）

　表 5 に AI 依頼時に発情状態が良かったものの、体温が 39.5℃以上であったために、AI を中止し ET に変

更した経産牛の個体の成績を示した。10 頭中 5 頭が受胎し、そのうち 3 頭は ET 時の体温も 39.5℃以上 

だった。

 6．発情時 39.5℃以上の牛に対する AI・ET の受胎成績

　表 6 に発情時に体温が 39.5℃以上あった牛に対して AI した群と、AI を中止し ET に変更した群の受胎率

を示した。AI の場合は 14.1 % と低く、ET に変更した場合は 50.0 % と有意に高かった。

表 3　AI・ETの体温別の受胎成績（未経産牛） 表 4　AI・ETの体温別の受胎成績（経産牛）

a‒b：有意差あり（p＜0.01）

表 5　39.5℃以上で AIから ETに変更した個体
成績（経産牛）

表 6　発情時 39.5℃以上の牛に対する AI・ET
の受胎率

a‒b：有意差あり（p＜0.05）
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 7．凍結・新鮮胚別の体温別の受胎成績（経産牛）

　経産牛で ET を実施した凍結胚の 39.5℃未満で受胎率は 33.3 %（16/48）、39.5℃以上で 25.0 %（4/16）で 

あった。新鮮胚ではそれぞれ 28.6 %（4/14）、23.1 %（3/13）であった。受胎率に有意な差は認められなかっ

た（表 7）。

Ⅳ．考察

　温暖化の影響を受け夏季の気温は年々上昇しており、乳牛の夏季の受胎率は低下している4）。私たちは

2001 年に暑熱時における乳牛の受胎成績を報告しているが2）、その結果と同様に今回の調査でも体温が

39.5℃以上であった個体は 39.5℃未満に比べ AI において受胎率は有意に低い結果だった。また本調査では

未経産牛は経産牛に比べ AI において有意に受胎率が高かった。未経産牛では体温が 39.5℃以上の個体は 58

頭中 4 頭のみであり、未経産牛の方が暑熱の影響は受けにくいこともその一因となっていると考えられた。

夏季の受胎数確保の 1 つの方法として、未経産牛に積極的に AI をすることは有効であることが再認識でき

た。

　体温が 39.5℃以上の経産牛では AI よりも ET の方が受胎率は高い傾向であったことから、夏季において

経産牛に ET を実施することは受胎率向上に有意義であると考えられた。また今回、発情時の体温が 39.5℃

以上の個体において、AI に比べ、AI を中止し ET に変更することで受胎率が有意に高くなった。このこと

から、夏季の発情時に体温を測定することは重要であり、体温が 39.5℃以上であった場合 AI を中止して

ET を実施することで受胎率を上げることが可能であると考えられた。

　今後は暑熱対策の更なる改善と、夏季において体温測定と ET の実施頭数を重ねて、暑熱時期の受胎頭数

確保に向けた取り組みとして、ET の更なる有用性について検討していきたいと考える。

Ⅴ．要約

　胚移植は暑熱感作の影響が少なく、夏季の受胎率向上に効果があるといわれている4）。そこで、AI・ET

時に体温を測定し受胎率を調査した結果、39.5℃以上の場合 39.5℃未満に比べ AI において受胎率は有意に

低くなった。また体温が 39.5℃以上の個体では AI よりも ET の方が受胎率は高い傾向であった。発情時の

体温が 39.5℃以上の個体において、AI に比べ、AI を中止し ET に変更することで受胎率が有意に高くなった。

夏季の AI 依頼時に体温を測り 39.5℃以上だった場合、AI を中止して ET を実施することで受胎率を上げる

ことができると考えられる。

引用文献
 1）坂本秀樹、本多　厳、菅野美樹夫ら：牛胚移植の受胎率に影響を及ぼす要因の解析、福島県畜産試験場
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表 7　凍結・新鮮胚別の体温別の受胎率（経産牛）
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Ⅰ．はじめに

　乳・肉用牛の分娩間隔の延長や受胎率の低下等、繁殖性が年々低下傾向にあり、酪農畜産経営に影響を及

ぼしている。このことから、全国競馬・畜産振興会の補助事業として「牛人工授精成績改善対策事業」が計

画された。本事業はモデル地区を定め、人工授精成績向上を目的に現地調査と指導を行うもので、日本家畜

人工授精師協会の委託事業として北海道家畜人工授精師協会が平成 20 年から 22 年の 3 年間にわたり実施し

た。

　モデル地区として道内で当時、特に繁殖成績の低くかった留萌地区と宗谷地区が対象となり、その中で飼

養頭数、乳検加入率等を考慮し留萌地区では天塩町農協、宗谷地区では豊富町農協が事業協力地区として選

ばれ実施に至った。

　その結果、天塩町農協の初回授精受胎率は平成 20 年には全道平均を下回っていたが、平成 27 年には大き

く上回った。この結果を踏まえ、人工授精成績が向上した要因について調査、分析したので報告する。

Ⅱ．「牛人工授精成績改善対策事業」

 1．事業の概要・目的

　適切な繁殖管理の定着を促進するために、発情発見から人工授精までの全工程の中で特に繁殖性に影響を

与えている重要管理点を明確にするとともに、その管理点を現場においてチェックする仕組みを確立する。

目標として初回授精受胎率 3 % の向上。

 2．酪農家への取組

　・現地調査モデル農家として酪農家 8 戸（1 戸は H26 年度離農）を選抜し協力の依頼した。

　・検討委員（大学の先生等有識者）4 名により 2 回の現地調査（モデル農家 8 戸）。

　・牛群検診（代謝プロファイルテスト）、飼料給与指導、放牧地の巡回

　　（モデル農家 8 戸）。

　・授精技術者（授精師）による現地指導書を使っての繁殖管理等の指導

　　（モデル農家 8 戸の他一般農家）。

　・『受胎率向上の重要管理点チェックシート』による 2 回の現地指導

　　（モデル農家 8 戸の他一般農家）。

 3．授精技術者（授精師）への指導

　・授精技術者の意識アンケート調査の実施。

　・検討委員による繁殖に関する講習会（5 回）。

　・超音波診断装置を用いた繁殖技術の指導。

天塩町農協における「牛人工授精成績改善対策事業」
とその後の成績向上について

荻原　英和
（北海道天塩町農業協同組合）

 調査報告
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 4．結　果

　酪農家への繁殖管理の直接指導および授精師への繁殖に関する講習会等による繁殖技術・知識の向上が図

られたが、事業実施期間中（H20～H22）には天塩町農協全体においては授精成績に大きな向上は見られな

かった。中でも平成 22 年には例年にない夏季の猛暑の他、モデル農家 8 戸の一部農家においては施設が浸

水被害に見舞われるなど、農協、モデル農家とも授精成績は低下した。しかし、その後徐々に向上し、モデ

ル農家（うち 1 戸は平成 26 年度離農）では平成 22 年には 42.1 % と全道平均より 2.0 % 低い成績だったが平

成 27 年には 48.9 % と全道平均の 42.8 % に比べ 6.1 % 高い成績となった。また、天塩町農協全体でも平成 20

年は 45.9 % と全道平均と比べ 0.8 % 低かったが、平成 27 年には 49.1 % となり全道平均より 6.3 % 高い成績

となった（図 1）。

Ⅲ．人工授精成績向上の要因分析

　全道の初回授精受胎率が低下している中、なぜ天塩町農協の受胎率が向上したのかを分析するため、繁殖

成績向上に関わると思われる三つの要因について検討を行った。

 1．乳用牛への黒毛和種精液授精の増加

　一つ目の要因として考えられたのは、乳用牛に対する黒毛和種精液の授精（今後 F1 と称する）の増加で

ある。乳用牛への F1 率は当農協も全道と同じく年々増加している（図 2）。

　しかし、受胎率（総受胎率）を調べてみると、平成 21 年当時においては F1 の受胎率が高かったが、年々

受胎率は低下しており、平成 27 年には逆転している（図 3）。当初 F1 の増加により受胎率が引き上げられ

たものと考えたが、実際調べてみると受胎率に大差はなく、F1 率の増加に関しては受胎率向上の要因でな

いことが分かった。

 2．授精技術の改善

　二つ目に考えられたのが授精技術の向上である。授精師は退職、移動等によりメンバーの構成は変わって

いるが、平成 21 年より現在まで人数は 7 名のまま増減は無い。この期間に当該事業による講習会等により

授精技術、繁殖に関する知識の向上が図られた。また、平成 27 年度の研究発表のため、当農協の授精師に

対し授精業務に関する意識調査アンケートと意見交換を実施し、授精技術の再確認を行った。

　これにより授精師の繁殖に関する技術、知識の向上があったと推測される。

　また、繁殖管理の手法として CIDR の利用が平成 20 年から急激に増加している。当初 CIDR 利用の目的

図 1　地区別初回授精受胎率の比較（未・経産合計）
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はリピートブリーダー牛を対象にしていたが、近年は発情観察せず CIDR プログラム等により、計画的にま

とまった頭数の授精をする農家が増加している。CIDR 利用による授精成績の一般的なデータによると、不

受胎牛に使用した場合の受胎率は約 4 割であるが、一般の牛に使用した場合には 4 割以上の受胎率があると

推測される。実際、当農協における平成 26 年、平成 27 年の CIDR 処置した場合の初回授精受胎率を調べて

みたところ、未経産牛において効果は見られなかったが経産牛においては未処置の牛に比べ平成 26 年では

3.8 %、平成 27 年では 4.5 % 高い結果となり、経産において効果があることが分かった（図 4）。

 3．酪農家に係る要因

　三つ目のとして酪農家に係る要因が考えられる。

　酪農家の経営環境について調査、検討をしたところ、飼養形態、経営頭数などは平成 20 年とさほど変化

はないが、採草地面積が増加していた。面積増加の原因は離農跡地の取得によるが、面積の拡大に伴い草地

更新の頻度増加による牧草の品質向上に加え、デントコーンの作付面積も増加していた。このことから、牧

草やデントコーン等の自給作物の増加により、良質な粗飼料の確保が容易になったことが考えられ、牛群の

繁殖成績に良い影響を与えていると思われる。

　もう一つ考えられる点として、1 頭平均の年間乳量がある。北海道酪農検定検査協会のデータによると、

平成 27 年の全道の平均乳量は 9,306 kg、留萌管内の平均は 8,447 kg と全道 13 管内の中で一番低く、天塩町

図 3　交配精液種類別の総受胎率の比較

図 2　乳用種における黒毛和種精液の交配率（F1率）
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はさらに低い 8,343 kg の成績であった。これは、1 頭当たりの乳量増加をあまり追及することなく、乳牛に

無理をさせずに搾乳している酪農家が多いと考えられる。天塩町の酪農家の飼養形態はタイストール、スタ

ンチョンによる繋式の個体管理による畜舎が多数を占め、平成 20 年から現在まで 1 戸当たりの飼養頭数、

飼料給与等の飼養管理もほぼ変化していない。これらのことから推測すると、個体管理が可能な頭数で無理

な乳量増加を求めずに飼養管理していることが繁殖成績に好影響をえていると思われる（図 5）。

　このことに踏まえ、疾病率に関する NOSAI のデータを調査してみた。疾病のうち生殖器病の割合が平成

20 年には全道に比べ天塩地区では 1.8 倍以上あったが、近年改善傾向にあり、差が縮小している（図 6）。

図 5　1頭当たりの年間平均乳量の比較（乳検成績）

図 6　全疾患に占める生殖器病（06）の割合

図 4　CIDR処置の有無による受胎率の比較
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ただ、生殖器病という観点から考えると、疾病が減ったために授精成績が改善されたと言うよりも、逆に授

精成績が改善されたことにより生殖器病による受診が減ったとも考えられる。

 4．まとめ

　人工授精成績向上の第一の要因は、事業に係る指導の中で使用された『受胎率向上の重要管理点チェック

シート』などを活用し、担当の授精師自身が直接農家へ指導したことにあると思われる。酪農家とコミュニ

ケーションを取りながら、現状の繁殖管理の問題点などを把握し、繁殖成績向上への共通認識を持つことが

重要だと思われた。

　加えて、今回の事業がきっかけとなり、授精師、酪農家双方の繁殖管理への知識や技術が向上したと実感

している。

　第二の要因は、CIDR を活用した新しい繁殖手法の普及による受胎率の向上が考えられる。

　第三の要因は酪農家の営農姿勢によるものと思われる。飼養形態は旧式の畜舎に合せ飼養頭数の増頭もせ

ず個体管理をメインとしており、飼養管理も自給飼料の品質向上を図りながら粗飼料中心に無理な乳量の増

加も志向していない。そのため、乳牛は、過度なストレスも無く、健全な状態が保たれていると思えわれる。

 5．おわりに

　「牛人工授精成績改善対策事業」に取り組んだ結果、初回授精受胎率は確かに向上し、全道平均を上回っ

たが、まだまだ満足のいく数値だとは思っていない。さらに受胎率の向上に努めていきたいと思うが、今回、

事業の再調査、分析を行ってあらためて感じたことがある。それは繁殖成績向上に必要なことは、繁殖に対

する関心と向上への努力を酪農家と授精師が、コミュニケーションを取りながら、長い時間をかけ地道に続

けることが大切だと再認識したことである。酪農家、授精師其々にとって第三者からの新しい知識やアドバ

イスも必要だが、現地で実際に繁殖へたずさわる者（酪農家と担当授精師）が共通認識を持ち、繁殖管理の

問題点を一緒に改善していくことが一番重要だと強く感じた。



─ 74 ─

【参考資料】



─ 75 ─

優良技術発表に対する講評

酪農学園大学　　　　　　　　
特任教授　中　尾　敏　彦

　皆さん、こんにちは。
　審査委員会を代表いたしまして、今日ご発表
いただきました演題について講評させていただ
きまして、最後に西川賞の受賞者を発表したい
と思います。よろしくお願いします。今回の発
表数は 14 でございまして、いずれも本会創立
50 周年記念の優良技術発表全国大会にふさわ
しい、優れた内容の発表でございました。発表
された方々はもちろんですけれども、共同発表
の方々、そして調査発表に協力された関係の皆
様方に敬意を表したいと思います。
　講評の前に、この優良技術発表会のより一層
の充実、発展のためにという観点から、あえて
一つだけ改善をお願いしたいことがございます。
それは、発表の演題のつけ方についてです。演
題は基本的に、発表の内容をある程度表わすも
のでなければならないというのが一つのルール
でございます。今日の発表の中で、演題として
私なりに及第点を付けられると思われたのは、
演題番号で行きますと 5、7、12、13、14 の 5 題
だけではなかったかと思われます。演題を見た
だけで、ある程度内容が分かるように今後さら
に工夫していただけますように、この場をお借
りしてお願いしたいと思います。
　それでは、それぞれの発表につきまして、時
間の制約もございますので、ごく簡単に講評さ
せていただきたいと思います。まず 1番目は、
北海道の友貞　直さん他 9名のご発表でござい
ます。ホルモンによる排卵同期化・定時人工授

精プログラム、これは米国で二十数年前に開発
されまして、世界中で乳牛の繁殖技術として応
用されているわけですけれども、今回のご発表
は、授精業務の中で発情周期がおおよそ推定で
きるような牛について、適期にこのホルモン処
置を開始することでより高い受胎率が得られる
ということを示されたものでございます。日常
業務の中から工夫された乳牛の繁殖技術とし
て、応用価値が高いものと思われます。
　2番目は、福岡県の久保木基高さんのご発表
でございます。CIDR とエストラジオールの併
用による定時授精の受胎率に、分娩後日数・季
節・卵巣の状態などが影響するかどうかという
ことを検討されたものでございます。今回の調
査成績からは、いずれの要因についても、受胎
率に影響しているかどうかは必ずしも明確では
なかったかと思われます。今後、さらに栄養状
態、あるいは子宮の状態なども含めて検討され
ることを要望したいと思います。
　3番目は、長野県の尾崎和彦さんのご発表で
ございます。公共育成牧場における牛の繁殖性
向上を目的として、ホルモンによる発情・排卵
同期化プログラムを取り入れた繁殖管理対策を
実施され、高い受胎率を上げられたという内容
のご発表でした。牧場独自の繁殖性向上対策フ
ローチャートに基づいて、特に放牧管理者との
スムースなコミュニケーションを重視しなが
ら、適期の授精を行うということが重要である
と明らかにされております。他の多くの公共育
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成牧場での繁殖管理者にとって、有益な内容で
あったと評価されます。
　4番目は、島根県の寺戸倉雄さんのご発表で
ございます。島根県西部の 1市 2 町の 18 名の
人工授精師によって構成されている石西支部
が、これまで長年にわたって取り組んで来られ
た黒毛和種牛の繁殖性向上対策、その内容と成
果を紹介されたものでございます。繁殖管理シ
ステムを活用した肉用牛の繁殖巡回、人工授精
師および農家を対象とした研修会、あるいはア
ンケート調査の実施などが主な活動でございま
して、これらはいずれも他の地区の繁殖成績向
上対策の手本になるものと思われます。これま
で、平成 24 年度から 4年連続して分娩間隔日
本一を達成されておられます。これからも、ぜ
ひ日本一を続けて受賞されることを期待したい
と思います。
　次は 5番目、鹿児島県の大重翔一朗さんのご
発表でございます。黒毛和種牛の発情時に自然
哺乳中の子牛が下痢することがあるということ
から、母牛の発情と哺乳子牛の下痢との間に何
らかの関係があるかどうかを調査されたもので
ございます。ご承知のように、馬では分娩後 1
週間程度で初回発情することが多くて、この時
に哺乳中の子馬に下痢が発生するということが
知られておりまして、子馬の下痢が馬の発情の
指標の一つになっているわけでございますけれ
ども、牛でも同じようなことがあるかどうかと
いのは、非常に興味ある点でございます。でき
れば、もっと多くの牛で発情と下痢との関係を
調査していただいて、分娩後のどの時期の発情
に多く下痢が見られるか等も併せてご検討いた
だければと思います。
　6番目は、山形県の小林康裕さんのご発表で
す。黒毛和種の繁殖農家で自家授精を行う中
で、超音波画像診断装置の併用によって直腸検
査技術を向上させ、さらに凍結精液融解後の低

温ショック防止の工夫を行うことによって、受
胎率向上の可能性があるということを実際に示
されたものでございます。特に、凍結精液融解
から精液注入までの作業を、基本に忠実に行う
ことが非常に重要であるということを再認識さ
せてくださった内容でございます。
　次は 7番目、兵庫県の芹生朋美さん他 4名の
ご発表でございます。黒毛和種繁殖牛の分娩間
隔の長い一地域において、分娩間隔延長の要因
を明らかにするために調査を行ったところ、栄
養状態に関しては高栄養の牛群で分娩間隔が長
いこと。そして、繁殖台帳の記録、それから記
録に基づいた繁殖管理がなされていない牛群で
は、なされている牛群に比べて分娩間隔が長い
ということも明らかにされております。さら
に、この調査結果に基づいて繁殖台帳、あるい
は繁殖カレンダーの活用を推進され、発情発見
のポイントの指導も行われた結果、分娩後、例
えば初回授精までの期間が短縮したといったよ
うな、明らかな成果が見られております。牛の
分娩間隔の短縮のためには、このような基本に
忠実な取り組みが有効なことをお示しいただい
た内容でございました。
　8 番目は、北海道の髙橋孝嘉さん他 10 名の
ご発表でございます。低受胎牛に対して、優良
血統牛由来の胚を移植することによって、低受
胎牛対策と、牛群改良の両方の効果を得ること
が可能ではないかというお考えのもとに試験を
実施されまして、実際にその可能性をある程度
実証された内容のご発表だったと思います。今
後さらにデータを蓄積されまして、低受胎牛に
対するETの受胎率に影響する要因等の解析も
行っていただいて、さらに受胎率を向上させ、
地域の酪農振興に貢献されることを期待したい
と思います。
　次は 9番目、宮城県の高橋光浩さんのご発表
です。高橋さんはご自分で酪農経営をされ、人
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工授精も行っておられますけれども、東日本大
震災のあと、繁殖上の問題が生じたのをきっか
けに、牛群検定を利用した飼養管理改善、それ
から人工授精技術の向上、胚移植の実施、さら
に繁殖検診などに取り組まれまして、乳量の増
加と繁殖成績の向上に成果を上げておられま
す。乳牛の繁殖成績向上には、このように飼養
管理、正しい人工授精技術の実践、そして適切
な繁殖検診など、トータルな取り組みが大事で
あるということを改めて認識させられた内容で
ございました。こうした成果が、広く地域全体
のレベルアップに活用されることを期待したい
と思います。
　10 番目は、香川県の森末さんのご発表でご
ざいます。森末さんは、大規模な酪農経営をご
家族を含めて 22 名のスタッフで行われており
ます。繁殖への取り組みに当たりましては、ま
ず、発情発見率、受胎率、妊娠率について目標
を定められております。また、分娩後初回授精
日数 50 日、乾乳日数 60 日、分娩間隔 385 日な
ども目標として上げておられます。人工授精
は、従業員を含めて 5名の方が担当しておられ
まして、特にこの従業員に対する人工授精技術
の指導にも力を注いでおられます。特に注目さ
れるのは、受胎率よりもむしろ発情発見率を高
めて、最も重要な繁殖指標とされております妊
娠率を高めることに重点を置いておられるとい
うことだと思われます。森末さんの牧場では、
繁殖の目標にほぼ近い成績を既に上げておられ
ますけれども、今後さらに栄養管理の改善等に
も重点を置いて、いわゆる「受胎できる牛群」
にしていきたいということでございましたの
で、これからの成果に期待したいと思います。
　次は、11 番の北海道の中條匡晃さん他 11 名
のご発表でございます。胚移植の際に、従来の
ポリエチレンチューブのカバーの代わりに、新
しく考案されたプラスチック製のカバーを用い

た場合の受胎率を調べたところ、より高い受胎
率が得られたという内容でございました。胚移
植の作業をよりスムースに衛生的に行うことが
できるという点で、このプラスチック製の改良
型カバーはメリットが非常に大きいと思われま
す。こうした器具の改良は、繁殖技術の向上に
重要な役割を果たす可能性がありますので、今
後ともこの種の器具の開発・普及に努めていた
だきたいと思います。
　12 番目は、福島県の鈴木真一さんのご発表
でございます。福島県の牛乳生産基盤回復の目
的で、性選別精液利用奨励事業を実施され、そ
の実績をまとめられた内容でございました。性
選別精液による授精実施数は、平成 25 年から
27 年にかけて徐々に増加をしておりまして、
受胎率の方も 26～30 % と、ほぼ安定していた
という内容でございます。さらに、受胎率を左
右する要因としては、農家、あるいは授精師等
が指摘されております。このように、性選別精
液利用奨励事業の成果がある程度認められたこ
とは十分に評価されるかと思います。また、個々
の農家への指導、あるいは授精師の技術の向上、
このようなことへの取り組みによって、さらに
その成果が上がるものと期待されます。
　13 番目は、栃木県の原田宗範さん他 3 名の
ご発表でございます。フリーストールで飼育さ
れる乳牛の発情発見補助として、従来、歩数計
あるいは万歩計が広く用いられて、それなりの
効果が認められております。近年、牛の活動量
を示すいわゆるアクティビティメーターを首に
付けることによって、より正確に、より鋭敏に
発情を発見できる可能性のあることが認められ
まして、諸外国では既に多くの国で普及が図ら
れております。今回のご発表では、歩数計を利
用した期間 18 か月間と、アクティビティメー
ターを利用された 18 か月間の繁殖成績等を比
較することによって、アクティビティメーター
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の有効性が示されております。わが国では、ま
だアクティビティメーターの利用というのは比
較的歴史が浅いわけですけれども、今後、新し
い発情発見補助ツールとしての活用が期待され
るところでございます。
　最後に、14 番の千葉県の増戸弘典さん他 8
名のご発表です。夏季の低受胎率への対策とし
て、胚移植が有効であるということはよく知ら
れているところでございます。今回のご発表で
は、7、8、9 の 3 か月において、人工授精と
ETの受胎率の間に、トータルで見ると差が見
られなかったということですけれども、体温が
39.5℃以上の牛だけで比較した場合には、AI
群よりも ET群の方が受胎率が明らかに高かっ
たという成績をお示しいただきました。夏季に
おいて授精時に体温を測定して、体温に基づい
てETを応用することによって、さらに受胎率
向上が期待できるということも示唆されており
ます。今回のご発表の内容は、夏季の受胎率向
上対策として、有益な情報を提供されたものと
思われます。
　以上のように、今日発表された 14 題は、い
ずれも牛の人工授精優良技術として、高く評価

されるものでございます。これらの中から、慎
重な協議の結果、特に受胎率向上への貢献度が
高いと思われる 2題を西川賞に選考いたしまし
た。内容的には優れた発表がたくさんあるわけ
ですけれども、選考の視点を受胎率向上への貢
献というところに置いて選ばせていただいたと
いうことで、ご了解いただきたいと思います。
　西川賞の 2題ですけれども、そのうちの 1題
は、演題番号 4番、島根県の寺戸さんのご発表、
「黒毛和種繁殖雌牛の分娩間隔日本一を支える
私達の活動」でございます。もう 1題は、演題
番号 7番、兵庫県の芹生さんの「管内黒毛和種
牛の分娩間隔短縮への取り組み」でございます。
発表されました寺戸さん、芹生さん、そして共
同発表者の皆さん、創立 50 周年記念の全国大
会での栄えある西川賞の受賞、本当におめでと
うございます。今後ますますのご活躍とご発
展、また、人工授精技術向上へのご貢献を期待
したいと思います。それでは、簡単ではござい
ましたけれども、以上をもちまして審査講評を
終わらせていただきます。ご清聴ありがとうご
ざいました。
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（二）創立 50周年記念祝賀会等

一般社団法人日本家畜人工授精師協会  

創立 50周年記念行事

　平成 29 年 2 月 15 日、東京都港区東新橋のヤク

ルトホールで本会創立 50 周年の意義を込めた第

45 回家畜人工授精優良技術発表全国大会が開催

され、この席上功労者表彰（会長感謝状授与）が

行われました。終了後、千代田区日比谷松本楼に

移り、来賓並びに関係者多数の出席を得て、創立

50 周年記念祝賀会が開催され、盛会裡に終了す

ることが出来ました。

　記念行事にあたり農林水産省、関係機関、賛助

会員および道府県協会会員のご支援ご協力をいた

だいたことに対し厚く御礼申し上げます。50 周

年記念行事の概況は、次のとおりでしたので、報

告いたします。

1．第 45回家畜人工授精優良技術発表全国大会

 1）来賓としてご臨席いただきました農林省生産

局畜産部畜産振興課課長　藁田純様より同

畜産部部長　大野高志様のご祝辞をいただ

きました。また、公益社団法人日本獣医師

会からは、藏内勇夫会長にご臨席いただき、

ご祝辞をいただきました。

 2）熊本地震の募金に対する御礼

　熊本地震に際しましては、皆様から沢山

の募金をいただきました。当日は、昼休み

を利用して熊本県家畜人工授精師協会事務

局長　本田裕二様より御礼の挨拶がありま

した。

 3）功労者表彰は、家畜人工授精優良技術発表全

国大会において、発表された 14 題の中から

選考委員により西川賞 2 題を選ぶ選考時間

を利用し、5ブロック（北海道・東北、関東・

甲信越、北陸・東海・近畿、中国・四国、

九州・沖縄）計 184 名全員の名前が読み上

げられ、各ブロックごとに当日参加の功労

者が壇上に上がり、ブロック代表者に宮島

会長より会長感謝状が贈られました。

宮島会長と来賓の方々

募金のお礼を述べる本田裕二熊本県家畜
人工授精師協会事務局長

壇上に上がる功労者表彰受賞者の皆さん
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2．創立 50周年記念祝賀会

　平成 29 年 2 月 15 日、祝賀会は 16 時 45 分に開

会し、宮島会長挨拶に続き、農水省畜産振興課長��

藁田純様よりご祝辞をいただき、また、公益社団

法人�日本獣医師会からは、副会長　酒井健夫様に、

会長　藏内勇夫様のご祝辞をいただきました。こ

のあと、一般社団法人家畜改良事業団理事長　信

國卓史様のご祝辞をいただきました。

 1）農林水産省生産局長感謝状贈呈

　農水省畜産振興課長　藁田純様より 7 名

の方に生産局長感謝状が贈られました。

 2）支部表彰

　宮島会長より 10 支部に表彰状が贈られま

した。

　その後、公益社団法人中央畜産会　南波利昭�

副会長から乾杯と挨拶があり、開宴となりました。

祝宴には、農林水産省、中央畜産団体、本会賛助

団体、功労者表彰の方、マスコミ等、多くの方に

ご出席いただきました。

　祝宴に入り、しばらく後に、生産局長感謝状を

受賞された 7名の記念撮影を行いました。受賞さ

れた内のお一人の土屋好文様は、2月 4 日、心不

全のため急逝された為、当日は、土屋好文様に代

り、ご長男の祥文様が遺影をもって代理受賞され

ました。「受賞を非常に楽しみにされていた」と

いうことでありました。謹んでご冥福をお祈りい

たします。

　宴会は終始なごやかな雰囲気に包まれ、会場一

杯に交流の話声等にあふれていました。最後は、

中村陽二�本会副会長の閉会の挨拶で創立 50 周年

記念行事の幕を閉じました。

祝辞を述べる酒井健夫日本獣医師会副会長

祝辞を述べる信國卓史家畜改良事業団理事長

農林水産省生産局長賞を受賞された 7名の皆さん

宮島会長より 10団体が支部表彰を授与された
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南波利昭中央畜産会副会長より乾杯とご挨拶 閉会の挨拶を述べる中村陽二本会副会長
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